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：第
四
十
八
卷
；
第
四
號
：
，

れ
.を

奮

し

、
理
事
や
大
株
主
.に
、
各
人
の
き
び
し
い
責
任
の
も
と
に
、
.

す
こ
し
の
M

-m
も
な
し
に
統
合
を
實
行
す
る
よ
う
に
命
ず
.る
と
す
れ
ば
、

保
險
會
社
從
業
員
の
大
會
が
、：

た
だ
ち
に
、
.何
'の
者
勞
な
し
に
、
.そ
の
銃

合
を
實
行
す
る
だ
：ろ
う
。
幾
億
と
い
う
金
が
資
本
家
に
よ
っ
て
保
險
事
業
、

に
授
下
さ
れ
、
金
活
動
は
從
業
員
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
の
統
合
に
よ
っ
て
、1
保
險
料
が
低
め
ら
れ
、
保
險
を
か
け
て
い
る
す
べ
.

て
の
者
に
多
く
の
便
宜
が
あ
た
ぇ
ら
れ
、
.從
來
ど
お
り
の
勞
カ
や
失
費

で
、，，
保
險
.を
か
け
る
者
の
範
圍
を
ひ
ろ
げ
义
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
,°
逡

逖
と
惰
性
とr

に
ぎ
り
の
收
入
の
多
い
地
位
を
し
め
て
い
る
者
の
貪
慾
の

ほ
か
に
ば
、
：こ
の
改
革
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
は
、
^
も
な
い
だ
.ろ
う」

。

そ
し
て
こ
の
改
革
も
ま
た
、
.國
民
の
勞
働
を
節
約
し
、
大
衆
生
活
の
負
擔
'

を
輕
滅
し
、
更
に
赏
際
に
經
濟
生
活
を
統
制
し
、
計
畫
化
す
る
數
々
の
可

能
性
を
拓
く
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
の
廢
絕
、
社
會
主
義
社
會
へ
■の
.發

進

.

.(

乃

で
あ
る
と
。

,

，
註
1

■安
部
隆r
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保
管
費
.用
に
っ
い
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阪
商
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學
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經 
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阱
究
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濟
學
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運
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融
資
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篇

第

九

韋

.

ニ
九
六—

ニ
九
八
頁
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.

三
六
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三
〇
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註
5

前
掲f

金
融
資
本
，論」

第
一
一
篇
第
九
^

.
ニ
九
八
頁
、
三
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■
二
頁
、
兰
ニ
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n
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1
9
3
0
,

堀
江
邑
一
譯「

帝

,

 

'國
主
義
論」

第
七
章
一
一
一
七
頁
：
- .
.

,
諸
7

前

掲「

帝
國
主
義
論
!—
第
二
章
芄
七
丨
五
九
頁

註
8

近

藤

文

，ニ

 

.

「

保
險
•
保

險

理

(

經
濟
■學
小
辭
典
•
大
阪
市

立
大
學
經
濟
硏
究
所
編)

註
9

近
藤
文
一
一
，「

保
險
經
濟
學」

，第

二

卷

第

四

章

.
一一八
三
頁

註
10
前

揭「

帝
國
主
義
論」

(

帝
國
主
義
と
.社
會
主
義
の
分
，裂)
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史」
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1
9
0
2
,

レ
ー-1

ン
ニ
卷
選
集
刊
行
會
編「

レ
ー

_
.ン
ニ
卷
選
集」

.
第

二

卷

12「

共
庫
主
義
に
■.お
け
る『

左
翼』 

小
兒
病」

三
、.
.一
四
丨
ー
五
頁
四
、
ニ
六
直 

註
13
前
掲
.「

レ
ー
ニ
ン
ニ
卷
選
集」

笫

二

卷

7

「

さ
し
せ
ま
る
大 

破
綻
、
そ
れ
と
ど
う
闘
う
か」

一
四
八
頁

資 

>
 

料

日

本

電

氣

通

信

產

f

の

權

造

.

(

ニ

)

.

,

—

有̂
線
通
信
機
器H

業
實
態
調
査
報
告——

伊

東

•

岱

吉

 

尾

城

.

太

郞

.

丸

㈡

戰
後
に
お
け
る
有
線
通
信
産
業
の
再
編
成
.

⑵

戰
後
I

通
信
機
器
工
業
の
再
編
成

，

• 

. 

/ 

A 

I

通
信
機
器
工
業
の
一
般
的
特
質：

B
.
業
界
合
理
化
問
題 

•

■
丨

ー

H

ハ
社
三
組
合
體
制
の
發
足 

C 

.業
界
合
理
化
の
背
景
' 

■ 

•

•

1

戰
後
.の

空

白

期

.と

部

品

業

者

.

,

.

ii

セ
f
t
:
, 

メ

ー

カ

ー

：
の
歡
興
と
獨
占
體
制
の
再
編
S

上
本 

號)

. 

:

.

:•
•

.

.

‘
ii
i

矶
ロ
00
の
過
_
申
；
罾㈣
題
と
資
材
發
ぼ
砠
罾
の
重
點
化 

IV
.
.合

理

化

の

政

策

的

意

義

に

•

D 
.•合
理
化
と
諸
矛
盾
の
展
開 

■

日
本
電
氣
通
信
庫
業
の
構
造
，C

H
>

.

.

.

.S
.

.

戰
後
に
お
け
る
有
線
通
信
産
業
の
再
■
成

⑵

戰
後
有
線
通
信
機
器H

業

の
再
編
成
.

前
節
で
考
塵
し
た
戰
後
の
有
線
通
信(

電
話)

事
業
の
再
_
成
は
、
そ 

の
資
材
供
給
部
門
た
.る
有
線
通
信
機
器
工
業
の
復
興
が
前
提
と
な
っ
て
い 

た
。
こ
の
微
興
は
、
た
し
か
に
こ
のH

業
部
門
が
戰
前
か
ら
具
え
て
い
た 

特

質

(

そ
の
內
容
は
㈠
の
⑵
に
略
述)

の
^
ぼ
で
は
あ
っ
た
が
、
單
に
戰 

前
狀
態
へ
の
復
歸
で
は
な
く
、
戰
後
日
本
の
政
治
經
濟
が
ア
メ
リ
力
帝
國 

主
義
の
利
益
に
從
屬
し
、
國
內
の
通
信
事
業
が
そ
の
眾
事
化
政
策
に
奉
仕 

.
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
新
し
い
條
件
の
下
で
の
再
編
成
を
意
味
し
た
。
か
か 

.る
再
編
成
は
、
當
然
こ
0部

？：

のH

業
構
造
の
再
■
成
で
あ
っ
た
が
、
そ 

れ
は
業
界
の
合
理
化
過
程
の
內
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
本 

節
で
は
、
こ
の
合
理
化
問
題
が
何
で
あ
り
、
そ
の
背
景
が
い
か
な
る
も
の 

であり、合
理
化
に
よ
っ
て
こ
の
部
門
に
し
て
い
た
題
が
ど
の 

よ
う
な
形
で
展
開
し
亡
か
と
い
う
點
に
っ
い
て
、
實
態
分
析
を
し
よ
う
と 

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
合
理
化
問
題
に
入
る
前
に
、
。豫
め
こ
の
部
閡
の
產 

成
上
の
特
質
を
概
觀
し
て
お
く
こ
と
が
便
宜
と
考
え
る
。

A

有
線
通
信
機
器
工
業
の
一
般
的
特
質
.

•
 

..

.

こ
の
部
門
に
屬
す
る
有
線
通
信
#
賺

門

の

主

要

響

は

、
現

在(

怛 

し
、
昭
和
廿
.七
年
十
月
，末
現
在)

全
國
約
ニ
0

◦
社
に
及
び
、
そ
の
內
の 

有
力
業
渚一

Q

一
 

社
は
有
線
通
#'
機
エ
業
連
合
# 8
の
會
員
に
な
っ
て
お

三
七
ハ
三
0

£



( 昭 和 27年 1 0 月 末 現 在 )

區 分 社 數 總 從 業 員 數 （％) 1 社 當 り

從 燊 員 數

セ ッ ト *■
メ 一 力 一 ’ 16

人 ： . . .  
18,600( 78.0)

' 人  

1,163

部 品 メ .一 力 一 . .85 6.000C 22,0) 
'

71

合 計 101 24,600(100.0) 244

(備 考 ） 前 掲 資 料 に よ る 。

資 本 金 額
メ一  力：

一 . 數

1 億 圓 以 上 6
500 0萬 圆 〃 1
1000 〃 〃 9
500 ”  〃 10
100 tt  ft 37
1 0 0 〃 以 下 38

合 . 計 101

(註 ） 尙 、 最 近 の 再 評 價 增 資 め 广 

結 果 、昭 和 29年 7 月 現 在 で は 昭  

總 資 本 金 額 2 7 億 圓 に 達 し て 和  

ぉ ジ 、又 增 資 を 行 つ た 企 業 が f  
主 と し て 上 層 の クラスに屬 し 笔  

て い る と .こ ろ か ら 、資 本 金 顏 . 十  

の 上 層 企 業 へ の 集 中 は 現 在 で 月  

はこの表 に 見 ら れ る も の よ り 末  

更 に 激 し く な つ て い る は ず で 現  

ぁ る 。 §
(備 考 ） 前 掲 資 料 に よ る 。

エ

部

門

の

勞

働

者

數

は

全

體

の
I i
A i
.3 '
1

i

4 i—

九
割
弱
に
及
ん
で
い
る
。
尙
、

X

 S

當

員

24

成

現

社

.葉

1 

こ
れ
を
セ
.ッ
ト
• 
メー

カ
-
と
.
薛

末

む

ヤ

.

部
品
メ—

ヵ
丨
と
に
分
類
す
れ
.

*

O H
H

I

. 

ば
第
一
六
表
の
通
り
？

類
¥ 1
( %I

.

 

|

 

. 
_

て
、

ー

社

當

ヴ

平

均

從

業

員

數

從

27
|

人
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'
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セ
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ヵ
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一
.

.i

 

關
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8,
6

0

. 

_

4,
6
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H

ハ
三
人
に
對
し
部
品
メ

 

~

カ

卜

.

C 

«

1

• 

2
 

1

七
ー

.人

と

な

つ

て

お

り

、

更

1

'

•
 

I

M

-

6 1
丨

5 1
!
 

I

 

•

に

從

業

員

數

を

基

準

と

し

た

階

|

數

1

8
. 

. 

. 

.

10
0 

層

別

分

布

(

第

，一
七
表

)

.を

見

_

面

.

'
 

^

れ
ば
、
セ
ッ
ト
.
メ
.
1力
I
と

有

チ

ニ 

一
 

■ 

. 

 ̂

部
品
.ス
.丨
.ヵ
ー
.の
經
營
規
模
の.

g

 

^

ヵ
ノ 

ー
ノ
貧 

I格
差
は
明
瞭
で
あ
る
。

• 

f

 

!

一
 

通 

■
次

に

生

產

額

の

面

か

ら

眺

め

第

，

ト
.

品

.

? 

ょ
う
。
先
ず
最
近
數
年
間
の
有
：

.

區

.
^；

部
.

会

|

線
通
信
機
器
の
生
產
額(

各
機
，

-

-

-
-
-

-
-

-

-- 

C

種
合
計)

は
第
一
八
表
の
ご
と
き
推
移
を
迪
つ
て
い
る
が
、
そ
の
機
種
別 

.
内
容
を
見
る
と
第
一
九
表
の
通
り
セ
あ
る
。
こ
.の
表
の
數
字
は
昭
和
廿
六 

年
度
.の
生
產
實
績
に
據
つ
た
た
め
資
料
九
し
て
は
少
し
古
い
が
、
全
般
の 

.傾
向
を
う
か
"が
う
こ
と
は
出
来
る
。
オ
な
わ
ち
、
' 同
年
度
の
生
產
額
約
一 

.

.七
四
億
圓
の
內
セ
ノ
ト
の
生
產
額
の
し
め
る
比
率
六
三
％
に
對
し
：て
部
品 

.三
七
％

■>
.い
■う
開
き
を
示
し
、
し
.か
も
こ
こ
‘に
擧
け
ら
.れ
て
い
る
部
品
の

は
セ
ッ
ト
の
機
種
に
膘
じ
た
部
品
の
生
產(

自
家
生
產)

を
大
規
模
に
行 

つ
て
い
る
。
今
、
製
造
機
種
に
ょ
つ
て
一
〇

一
社
を
分
類
し
て
見
る
と
第 

一
四
表
，の
通
り
と
な
る
。

ま
た
こ
れ
ら
一
〇

一
社
の
公
稱
資
本
金
額
は
同
じ
時
期
で
約
.一
七
億
圓 

.で
ぁ
り1

1

0
.
1敗
は
そ
の
.

大
部
分
が
會
社
組
織
を
と
つ
て
い
る)

、
こ 

れ
を
金
額
の
階
層
別
に
見
る
と
、
第
一
五
表
の
ご
と
く
、
.資
本
金
額
一
億 

圓
以
上
の
企
業
數
は
全
社
數
の
一
割
に
滿
た
ず
、
五
百
萬
圓
以
下
の
企
業
■ 

數
が
約
七
割
七
分
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
.
そ
し
て
、
こ
.の
表
.に
お
け
る

〔

落
15

表〕

ノ

有
線
通
信
機
器
メー

カ
ー
資
本
命
額
階
層
胤
構
成

一
千
萬
圓
以
上
の
.一
六
社
が
セ
ッ
ト
•
 

メ
ー
ヵ
ー
で
あ
り
、

一
千
萬
圓
以 

下
の
八
五
社
力
部
品
メ
ー
カ
I
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

ま
た
同
じ
時
期
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
一
〇

一
社
の
從
業
員
數
の
合
計
は 

約
ニ
四
、
六
〇
〇
名
で
、
こ
の
内
事
務
關
係
を
除
く
直
接
及
び
間
接
加

三

九

(

三
〇
七)

日
本
電
氣
通
信
產
業
の
構
造(

ニ)

t 第 1 4 義 〕 有 線 通 信 機 器 メ ー カ 一 主 耍 機 種 別 構 成

( 昭 和 27年 1 0 月 末 現 在 )

セ ッ  ト 部 品

機 . 種 別
メ.一 力
— 數

機 種 別
メ. 一力

一 數

電 話 裝 置 電 話 機 部 品

m m m 7 ダ イ ヤ ル 7
交 換 機 交 換 機 部 品

自 動 式 4 プ ラ グ 4
共 電 式 9 ジ ャ ツ ク 9
磁 石 式 6 ラ ン プ 6

' 搬 送 裝 置 14 ラ ン プ 受 ロ 15
搬 瘗 測 定 装 置 8 電 鍵 8
裝 荷 線 輪 2 表 示 器 2
雩 信 機 11 リレー 3

/手 動 ， 自、
1動 ， 印刷ノ 搬 送 用 部 品 8

電 送 機 7 電 信 用 部 品 6

デ ス ク 類 ,6 そ の 他

保 安 器 6
/ .

.'ヒ:ュ ー ズ 3
ヒ ュ ー ズ 盤 2
彈 盛 3
ヒ ュ — ズ 管 11
線 輪 6
蓄 電 器 3
轉 換 器 、 4
盤 架 類 7
端 子 祓 8

合 ： 計 ( 實 )16 合 計 ( 實 )85

(注 ） 同 一 メ ー カ 一 の 生 產 機 種 が 多 岐 に わ た る た め  

メ ー カ ー 數 の 合 計 延 數 は そ の 實 數 と 一 致 し な い 。 

‘(備 考 ） 有 線 通 信 機 工 業 連 合 會 編 1952年 度 「有 線

通 信 工 業 の 槪 況 」 に よ も 。

兰
田
學
會
雜
諸
：

第
四
十
八
卷
第
四
號

り
、
こ
れ
ら
i

の
九
割
以
上
が
東
京
あ
る
い
は
京
濱
地
帶
に
集
中
し
て 

い
る
。

. 

' 

•
-

(
驻)

1
こ
の
部
門
に
お
け
る
經
營
者
の
た
め
の
圓
體
組
織
で
あ
っ
て
、
 

會
員
業
者
の
有
力
な
も
の
と
舊
遞
信
省
關
係
の
官
僚
と
を
そ
の
ス
タ 

ッ
フ
に
擁
し
て
、
業
者
の
た
め
に
公
社
受
注
の
折
衝
、
そ
の
他
經
營 

.
業
播
上
の
便
宜
を
は
か
る
と
と
も
に
業
者
の
經
營
調
査
を
行
ぅ
機
關 

で
も
あ
り
、
全
般
的
に
半
官
半
民
の
色
彩
が
强
い
。

'

.

そ
し
て
こ
の
一
〇

一
の
||
豸
は
、
そ
の
生
產
機
器
の
種
類
に
つ
い
て
見

三
八
'

Q

l

o

s

れ
ば
、
.成
完
裝
置
を
つ
く
る
.セ
ッ
ト
• 
メ
ー
カ
ー
と
、
そ
の
構
成
要
素
と 

な
る
部
品
を
.っ
く
る
部
品
メ
ー
カ
ー
と
に一

一
大
別
さ
れ
、
セ
ッ
ト
は
更
に 

電
話
機
、
交
換
機
、
搬
送
装
置
、
裝
i

輪
、
測
定
器
等
の
各
機
種
に
、
 

部
品
も
か
か
る
分
類
に
應
じ
て
電
話
機
部
品
、
交
換
機
部
品
、
搬
送
用
部 

品
、
中
_
線
輪
、
蓄
電
器
'等
の
各
機
種
に
細
分
化
さ
れ
、
セ
ッ
ト
• 
メ
­

カ 
ー
及
び
部
品
メ 
丨
カ
ー
は
、

何
れ
も
各
機
種
毎
に
生
產
を
特
化
す
る 

か
、
あ
る
い
は
數
種
に
わ
た
る
生
產
を
行
っ
て
い
る
。
但
し
、
部
品
メ
ー 

力ー

は
セ
ッ
ト
の
生
產
は
全
然
行
っ
て
い
な
い
が
、
セ
ッ
ト
•
メ
一
力ー



〔第 1 9表〕 有線通信機器機種別生庳被（昭和26年度）

(註) 機種別分類は大體〔第 1 4表〕の分類基準に據った。

尙生庫額の.百分比唸セツト• 部品合計1?，454百萵圓を1 0 0として計算したもので 

. ある。

〔第 20表〕 同上メーカ一種類別內譯

區、. 分 , 社 數 & 產 領 （％) 1 社 當 り 生 產 額

. . . 億 ' . 億
セ K •メ 力一̂■ ■ • . .

16 146( 84.0) 9,125
部 品 " 85 2 8 ( 16.0) 0,329

• 合 .. 計 . 1 0 1 • 174(100.0) 1,723

(備考） 兩表とも前掲資料による。

セ ッ ト 部 品

m  ' 種 生 產 額 比 率 機 猶 生 產 額 比 較

苗莴圓 % 百离圓 %
電 話 裝 置 . ’ 8,268 47.4 電話機用部品 • 1,049 6.0
'電話機 3,016 17.3 ダイヤル 240 1.4
交換機 5,054 30.1 送受器 543 3.1

自動式 > , 3,090 17.7 送話機 128 0.7
手動式 1,964 11.3 受話機 13? 0.8

その他銨攛： 198 1.1 交換機用部品， 1,805 10.3
搬送裝匮 1,333 7.6 電 鍵 i42 0.8
搬送用測定装置 174 1.0 リレ 1,216 7.0
裝荷緙輪 574 3.3 スイツチ 68 0.4
電信電送諸装置 410 2.3 ブラグ 92 0.5
雜機器 286 1.7 ジャック. 287 1.6

その他部辱 3,555 0.4
中繼線輪 207 1.2
蓄電器 342 2.0
雑 ’ 3,006 ， 17.2

合 計 11,045 63.3 合 計 6,409 36.7

,
_
'
日
本
電
氣
通
信
產
業
の
檣
造(

ニ)

''
.

:

. 

:

四一.
(

三
0
九)

有線通信機器生產額推移

年 度 . 生 產 領

昭和 2 4 年

26

27

28

千圓
4,960,110

9,513,099

17,454,386

メ 19,570,090

19,168,776

(備考） 前掲資料による。

〔第 1 7表〕 メー ガ從業員数階層別權成 

(昭和28年 3 月現在)

從 業 員 m l J Z l L 力5
人 wt ；f 鮏

1 ,0 0 0以上 6 ‘丨

500 〃 3 ..
200 〃 ' 8 1
100 〃 2 11
50 〃 2 14
10 〃 ― 31
1 0 未滿 _ ■-- - 6

^ 計 . 16 63

(註） 有線通信工業連合會での聽きとりの 

數字备根據としたものであるから嚴密な 

! ものとはいえない。部品メ，力“の社數 

には可成りの缺落がある。

.

.こ
の
業
界
.に
お
け
る
そ 

の
企
業
の
經
濟
的
，
政 

治
的
支
配
力
の
强
さ
等
' 

.

の
諸
要
素
を
.考
慮
に
入
莉 

れ
る
な
ら
ば
、
前

の

ニ
18 

分
類
を
ょ
り
精
細
な
も
CI 

の
と
し
、
有
線
通
信
機
. 

器
ェ
業
の
捧
造
を
ょ
り 

明
確
に
具
體
的
に
描
く .

/

四
0
 

(

三〇八

)

I
に
ょ
つ
て
形
成
さ
れ
、
昭
和
期
に
入
つ
て
セ
ツ
ト
業
者
と
部
品
業
者
と 

に
分
化
さ
れ
て
來
た
こ
と
を
^
の
⑵
に
お
い
て
.概
觀
し
た
が
、
こ
の
#

罾 

は
戰
後
の
現
在
も
依
然
と
し
て
質
か
れ
て
い
る
こ
と
が
は
上
の
罾
胄
標
か 

ら
實
證
さ
れ
ょ
う
。
遞
信
省
丨
>
電
通
省
丨
>電
々
公
社
と
い
$
事
業
生
嚨
の 

變
遷
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
獨
占
事
業
た
る
電
話
事
業
が
，セ
ッ
ト
、
部
品
兩
 ゝ

メ
.丨
ヵ
ー
の
殆
ど
唯
一
の
製
品
市
場
で
あ
る
點
に
變
り
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

セ'
ッ
ト
、
部
品
と
い
う
區
別
は
生
產
機
種
い
わ
ば
素
材
面 

か
ら
の
分
類
で
あ
る
と
同
時
に
、
南
者
間
.の
經
營
規
模
の
i

を
も
表
現 

し
て
い
た
の
で
あ
る
が(

賊
揭
第
ー
五
表—

第
ニ
0
表)

、

雨

.グ

ル

ー

プ
 

の
中
に
も
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
シ
ス
の
異
っ
た
企
業
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は 

.互
に
錯
粽
し
複
雜
な
懂
m
を
形
作
っ
て
い
る
。
' し
た
が
っ
て
、
生
產
機
種 

や
經
營
規
模
と
い
う
分
類
基
^

ば
か
り
で
な
く
、各
企
業
の
經
營
の
質
的 

な
側
面
、
す
な
わ
ち
そ
の
經
營
組
織
の
內
容
、
生
產
技
術
の
水
準
、
製
品 

の
市
場
關
係(

電
々
公
社
及
び
そ
の
S

^

ひ
そ
の
企
業
の
^

M
、
更
に

三
田
學
會
雜
詆.

第四十八卷第四

^
:

生
產
額
は
セ
ッ
ト
•

.

メ
I

力

ー
に
ょ
る
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
、
メ 

丨
ヵ
ー
別
の
區
分
に
從
え
ば
、
第
一
ー
〇
表
に
見
ら
れ
る
通
り
、
生
產
額
の
.

.

比
重
は
セ
ッ
ト
ン
メ
ー
'力ー

の
八
四
％
に
對
し
部
品
メ 
I

ヵ
ー
の
一
六
％ 

と
そ
の
差
は
更
に
擴
大
し
、

1

社
當
り
の
生
產
額
で
見
れ
ば
前
渚
は
後
，者 

の
約
三
〇
倍
近
に
及
ぶ
。

.

最
後
に
市
場
構
成
に
つ
い
て
見
ょ
ぅ
。
第
一
一
一
表
及
び
第
一
一
ニ
表
は
、
 

i

通
信
機
器
の
最
近
の
販
賣
狀
況
を
、
そ
れ
ぞ
れ
需
要
先
別
及
び
機
種 

別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
爾
表
を
通
じ
て
、
電
信
機
を
除
く
す
べ 

て
.の
機
種
に
.お
い
て
、
國
家
需
要
.(

と
く
に
電
々
公
.社)

■の
比
重
が
民
間 

需
要
に
對
し
て
壓
倒
的
地
位
を
し
め
て
い
る
'こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の
有
線
通
信
機
器
工
業
が
遞
信
省
の
御
周
メ
ー
ヵ



備
と
を
擁
し
て
、
常
に
最
新
機
種
の
生
產
體
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
 

通
信
施
設
の
キ

イ•

ポ
イ
ン
ト
、.
キ

イ.

ラ
イ
ン
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
資
材 

の
生
產
を
獨
占
し
て
、
そ
の
受
注
額
は
年
々
全
業
渚
の
受
i

額
の
過
半 

數
を
維
持
し
、
ま
た
他
方
で
、.
.他
の
諸
階
層
①—

⑥
に
.屬
す
る
多
數
の
企 

業
を
茴
己
の
系
列
中
に
編
入
し
て
支
配
し
、
か
か
る
實
カ
を
背
景
と
し
て 

f

公
社
あ
る
い
は
關
係
官
廳
を
通
じ
て
業
界
に
お
け
る
强
大
な
支
配
力
_ 

を
も
っ
て
い
る
。
が
、
同
時
に
經
濟
の
從
屬
化
.•軍
事
化
と
再
萆
備
に
具 

え
る
た
め
の
外
資
と
の
結
合
を
通
じ
て

、

こ
の
部
p1
?
.
の

資

本

家

諸

階

層

の

.
 

中
で
も
つ
と
も
賈
辨
性
..の
强
い
グ
ル
ー
プ
で
も
あ
る
0 

.

尙
、
そ
れ
自
身
が
重
電
‘
輕
電
兩
部
門
を
は
じ
め
機
械H

業
の
廣
い
分 

野
に
わ
た
る
大
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
し
て
い
る
T

S
電
氣
、
H
製
作
所
等
の
‘ 

獨
占
企
業(

前
記
メ
ー
カ
|
と
同
.じ
く
財
闕
系
資
本
に
屬
し
丨
と
く
に
&
 ̂

8
は
肘
系—

賀
辨
性
が
强
.い)

も
、
そ
の
通
信
機
器
製
造
部
門
は
前
記
三 

社
と
同
列
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
‘あ
る
か
ら
、
こ
の
階
層
に
含 

.め
る
こ
と
が
出
來
る
。

©

非
獨
占
的
セ
ッ
ト
•
メ
ー
ヵ
ー
F 

'

第
一
の
階
層
に
厘
す
る
獨
占
的
メ
ー
カ
ー
を
除
い
た
セ

ッ

ト
•

メ
ー
'力 

丨
の
下
位
層
が
こ
れ
に
入
る
。
.下
位
層
に
あ
る
と
は
い
え
、
セ

ッ
ト
• 
メ
. 

丨
ヵ
I
で
あ
る
以
上
、
部
品
メ
ー
力ー

に
較
べ
れ
ば
一
般
に
經
營
規
模
、
 

.經
營
組
織
、H

場
設
備
、
技
術
水
準
も
高
く
、
.こ
れ
ら
の
企
業
の
年
生
產 

額
の
合
計
だ
け
で
も
部
品
メ
ー
ヵ
ー
の
そ
れ
を
凌
駕
し(

昭
和
廿
六
年 

度)

、
電
々
公
社
の
資
材
納
入
實
績
は
輕
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

.日
本
電
氣
通
信
產
業
の
構
造(

ニ)

し
か
し
、
こ
れ
を
第
一
の
獨
占
的
メ 

I
ヵ
ー
に
對
比
す
れ
.ば
、
あ
ら
ゆ

 ̂

點
で
の
適
色
を
免
れ
な
い
。
例
え
ば
、
同
じ
く
セ
ッ
ト
生
產
で
は
あ
っ
て 

も
、
そ
の
機
種
は
多
く
施
設
の
キ
ィ
，
ポ
ィ
ン
ト
を
外
れ
、
.ま
た
そ
の
一 

部

(

獨
占
的
メ
ー
ヵ
ー
の
機
種
と
同
じ
も
の)

を
含
ん
で
い
る
に
し
て 

.も
、
生
產

.
技
術
面
で
の
獨
占
は
第
一
の
階
層
に
は
遙
か
に
及
ば
な
い
。
 

そ
し
て
、
.
企
業
の
歴
史
'%
比
較
的
淺
く
、
そ
の
大
部
分
は
、
古
く
て
大
正 

期

(

第
一
次
世
界
欠
戰
後)

、
新
し
い
も
の
は
、

昭
和
期
、
と
.く
に
滿
洲 

事
變
以
後
の
戰
時
經
濟
體
制
の
時
期
に
生
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
獨
占

的

メ
一
ヵ
ー
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
へ
.
編
.
入
さ
.れ
て
成
長
し
た
も
の
も
少
く
な

ヽ

0 

-
 

V•
従
っ
て
、
こ
の
よ
ぅ
な
實
カ
を
背
景
と
し
て
も
、
第
一
の
階
層
が
も
つ 

て
い
る
業
界
に
お
け
る
政
治
的•

經
濟
的
支
配
力
に
は
及
ば
ず
、
こ
こ
に 

か
れ
ら
が
た
と
い

大
企
業
た
り

員
て
も
、
獨
占
的
地
位
を
か
ち
得
な
い
事 

情
が
あ
ゐ
。
.

©

公
社
直
結
部
品
メ

ー

ヵ

ー

;

部
品
メ 

I
力
I
八
五
社
の
內
、
上
位
の
一
一
六
社
が
こ
の
階
層
に
屬
す 

る
。
こ
れ
ら
は
、
電
話
機
、
交
換
機
、
搬
達
裝
置
等
の
主
要
部
品
の
機
種 

(

何
れ
も
完
成
部
品—

第
十
四
表
參
照)

：
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
生
產
. 

の
特
化
し
た
專
門
メ
！
力
I
で
あ
っ
て
、
電
々
公
社
の
指
定
業
者
と
し

て 

公
社
と
直
接
受
注
契
約
を
結
ぶ
形
式
上
獨
立
し
た

企
業
で
あ
る
。
經
營
規 

摸
、
經
營
組
織
、
工
場
設
備
、
技
術
水
準
等
か
ら
見
て
セ
ッ
ト
• 
メ
ー
ヵ 

丨
と
の
格
差
は
明
確
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
中
小
企
業
の
い
わ
ゆ
る
中
位
層

四

三

(

三
一
一)

‘

〔第 2 1表〕 有線通信器需要先別販賣狀況

年 度 電 . 々 公 社 その他官廳 民 需 、輸出 販 賣 總 額

昭 和 2 5 年
苗萬圆 

7,186 
%  

C74.3)

百萬圆
968

%
(10.0)

西萬圓 
'1.520

%
, _  (15.7)

西筠圆 
9,674

(100.0)

〃 26 " 13,059 1.028 2,732 .16,822

(77.6) (6.0) (16.4) (100.0)

〔第 2 2表〕 同上需要先別機種別販賣狀況（昭和26年度）

%
電 話 機 . 81.7

自 動 交 換 機 87.5

手 動 ，〃 82.6

電 信 機 46.0

搬 送 裝 置 66.0

裝 荷 線 輪 93.3

測定器及び架 71.4

%
3.1

%
13.2

3.0 8.9

5.2 10.1

9.3 41.3

11,2 22.8

4.7 2.0

6.8 21.6

電 々 公 社 自 衞 隊 ぞの他官廳 民 需 、輸出

その他とも合計 77.6 6.0 16.4

(註） 〔第22表の數字は、各機種每の販賣總額を1 0 0 とした場合のパーセンテイジ 

である。又 〔.第 22表〕中の項目その他官廳には自衞隊も含まれる。

(備考） 雨表とも前搞資料による。

四
ニ 

(

三 

一0
)

こ
と
が
出
來
る
。
勿
論
、
諸
企
業
の
各
階 

層
間
に
嚴
密
な
線
を
豫
め
引
く
こ
と
は
不 

可
能
で
あ
り
、
ま
た
各
階
層
の
性
格
規
定 

や
位
置
づ
け
は
實
態
分
析
の
中
で
明
ら
か 

に
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
は
あ
る
が
、

一
應 

の
整
理
の
基
準
と
し
て
、
次
の
.五
つ
の
階 

層
區
分
を
設
定
し
た
。

①

獨

占

的

セ

ッ

ト

•
メ
ー
力
ー

-
前
記
セ
ッ
ト
*
メ
I
力
ー
‘一
六
社
の
内
、
 

.上
位
數
社
が
こ
れ
に
屬
し
、
戰
II
か
ら
こ 

の
業
界
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
し
め
て 

來
た
N

H
電
氣
、
F

J
通
信
機
、

o
電
氣 

の
三
社
が
こ
の
階
層
の
代
表
的
な
も
の
で 

、'あ
る
。
か
れ
ら
は
、
前
章
に
略
述
し
た
ょ 

ぅ
に
、
早
く
か
ら
歐
米
帝
國
主
義
の
極
東 

市
•場
に
お
け
る
摅
點H

場
と
.し

て

(

N 

H
、
F

J)

、
ま
た
國
內
，で
は
財
閥
系
資
本
/ 

(

：2
;
!
1
1

丨
8
系
、
^

^
丨
妒
系)

の
有
カ
エ
' 

場
と
し
て
發
展
し
て
來
た
も
の
で
あ
り
、
 

經
營
規
模
、
經
營
組
織
之
も
他
の
諸
階
層 

の
<止
業
を
斷
然
壓
倒
し
、
外
資
と
の
提
携 

.
に
ょ
り
國
際
水
準
な
み
の
生
產
技
術
と
設



〔第 23表〕 メーカー階層別平均經營規模

階 層 別 社 數 拂込資本金 從業員數 年間賣上高

①獨占的セツト.メーカ一 3
午圓

653,333
人

4,422
千圓

5,358,389
③非獨占的セツト•パーカー 6' 、 90,833 710 887,688
(D 公 社 直 結 メ ー カ ， 10 8,597 311 76,266
④ 協 向 組 合 メ 一  力 一 5 1,223 54 * 20,614

(註） 工業會の會員メーカ一1 0 1社の內、拂込資本金額、從業員數、年間賣上高の 

各項目の判明しているもの（規準年次は昭和2 7年度または:28年度）を逾び、各 

階層每に平均したもの。企業數が全體的に少く、基準年次も必ずしも一致してい 

ないので、この表にあらわれた結果は勿論傾向を示す程度のものに過ぎないン®

,
a

一
二 

5

合
に
よ
る
共
同
受
注 

制

度
に

な

る

ま

で 

は
、
形
式
上
公
社
直

結
メ
ー
■
力
，—

.

で
あ
っ
. 

た
も
の
で
あ
り
、
合 

理
化
の
シ
ヮ
よ
せ
の
' 

對
象
と
な
っ
た
階
， 

と
し
て
と
'
く
に
it
:

意 

す
べ
含
問
題
を
も
っ 

て
い
る
。

⑥

零
細
部
品
業
盏

こ
の
階
層
に
屬
す 

る
業
者
は
、
職
人
的 

あ
る
い
は
家
内
工
業 

的
經
營
に
よ
る
も
の 

が
多
く
、
い
わ
ば
^
 

本
範
疇
に
入
ら
な
い 

も
の
が
そ
の
相
當
部 

.分
を
し
め
て
お
り
、

こ
.
の

部

門

の

最

底

邊 

を
形
成
し
て
い
る
企 

業
群
，で
、
，協
同
組
合

三
田
學
會
雜
誌
第
.四
十
/\
'
卷

.
第
四
號

に

該

當

し

て

お

り

、
，
こ

の

階

層

の

：上

層

极

第

ニ

‘の
非
獨
古
的
セ
ッ
ト
.
メ 

.

1

力ー

の
下
層
.に
.接
し
、
そ
の
下
層
は
次
'の
，
組

合

部

品

メ

ー
.力
ー
■の

上

層

i 

部
に
連
る
。
尙
、
市
場
關
係
乃
至
企
業
系
列
關
係
の
翻
れ
ら
マ
經
營
規
模 

と
は
別
に
、
と
れ
ら
.の
<土
業
を
、
獨
占
的
セ
ッ
ト• 

メ

ー

ヵ

ー

の

系

列

に 

屬
す
る
も
の
と
、
專
ら
電
々
公
社
受
注
に
ゥ
二
ィ
ト
を
置
く
も
の
と
の
ニ 

: 

類
型
に
わ
け
る
こ
と
.が
出
來
る
が
、''
.現
實
に
は
こ
め
兩
者
が
樣
.々
の
ぬ
®

を
も
っ
て
組
み
合
わ
.さ
っ
て
い
る
も
の
亦
多
い
。
業
界
の
合
理
化
に
あ
た 

っ
て
多
く
の
問
題
を
生
じ
た
の
は
'こ
の
階
層
.の
企
業
で
.あ
っ
た
。

.
:

④

組
合
部
品
メ
ー
ヵ
~

部

品

メ

ー

ヵ

ー

八

五

社

の

.內

、
,
前

記

公

社

直

結

メ

 

I
力_

を
除
.い
た
殘
. 

り
の
企
業
、
す
な
わ
ち
會
員
メ
ー
ヵ
I
-の
最
下
層
の
も
の
及
び
よ
り
下
位 

に
あ
る
非
會
員
メ
ー
ヵ
ー(

現
在
で
は
殆
ど
會
.員
に
な
っ
て
い
る)

よ

り

. 

な
っ
て
い
る
。
こ
の
階
層
の
特
徵
は
、
'前

記

の

部

品

メ

ー

ヵ

ー

が

そ

れ

ぞ

. 

れ
單
獨
に
電
々
.公
社
と
受
注
契
約
を
結
ん
で
い
る
の
.に
對
し
.て
、
全
國
三 

っ

の

協

同

組

合

に

所

属

し

て

電

々

公

社

と

の

取

引

は

す

べ

，
て

こ
の
協
^
M

. 

合
を
通
じ
て
の
共
同
受
注
に
よ
る
點
に
あ
る
。
こ
の
階
層
の
企
業
は
經
營 

の
量
質
の
面
で
今
ま
で
の
谷
階
層
に
劣
り
、
い
わ
ゆ
る
町H

場
的
性
格
の. 

も
の
が
多
く
、
公
社
受
法
實
績
も
少
く(

昭
和
廿
六
铝
度
の
年
間
受
注
額 

は
略
.々

1

0

0

0珣
圓
以
下)

、
業
晁
に
お
け
る
發
言
カ
も
極
め
て
弱
い
。
 

こ
れ
ら
は
、
公
社
受
注
の
外
は
、
セ
ッ
ト
，
メ 

I
力

ー

や

更

に

部

品

メ
ー 

力
I (

公
社
直
結)

の
下
請
，
再
下
請
企
業
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
階 

層
の
企
業
は
中
小
企
業
の
下
位
層
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
協
同
組

組
織
の
外
に
あ
り
、
勿
論
工
業
會
の
會
員
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
か
れ
ら 

の
生
產
す
る
部
品
は
完
成
部
品
の
又
部
品
と
も
い
う
べ
き
市
場
性
の
乏
し
. 

い
も
の
で
あ
っ
て
、
不
安
定
、
浮
動
的
な
經
營
條
件
の
下
で
、
セ
ッ
ト
、
 

部
品
兩
メ
ー
ヵ
I
の
外
業
部
乃
茧
補
足
物
と
し
て
#-
在
し
、
央
業
湛.

半 

炎
i

'
層
の
恰
好
な
就
業
場
所
と
な
つ
て
い
る
。
.

:以
上
あ
げ
た
五
っ
の
階
層
が
こ
0.
部
門
の
.エ

_

造

を

構

成

す

る

主

要
 

な
耍
«
し
で
あ
る
が
、
，'

い
ま
こ
れ
ら
#-
m

;i

ハ①
1

④)

の
經
營
規
模
の
格 

差
.を
示
せ
ば
第
二
三
表
の
ょ
う
に
な
る
。

:

'
.

(

註)

：.素
材
的
.に
他
の
製
造H

業
部
門
た
と
え
ば
、
通
信
機
器
に
直
接 

:

關
係
の
な
い
雜
機
械
土
業
、
鍍
金
、
塗
裝
等
の
化
學
工
業
、
蓄
電
器 

.

，の
㈱
、

コ
ー
.ド
の
線
類
等
の
雜
エ
P
に
廣
い
關
連
を
も
り
，こ
と
は
、.

.こ

の

部

門

の

特

徵

の

.•一

 

っ
.で
ぁ
り
、
そ
れ
ら
の
企
業
群
に
も
こ
、
で 

,
:見
た
ょ
う
な
階
層
的
差
別
が
あ
り
、
本
來
の
通
信
機
器
メ
ー
力
ー
と 

.
の
取
引
關
係
も
決
し
て
平
面
的
な
も
の
の
み
.で
•放
な
い
。
し
か
し
、
,' 

丨

こ

れ

ら

.を
當
部
門
の
.中
で
取
扱
う
こ
と
は
調
查
能
力
上
無
理
.で
あ
る 

か
ら
、
通
信
機
器
部
門
の
.歎
成
耍
素
か
七
は
一
應
除
外
し
、
實
簏
分 

'
析
の
中
で
'故
•要
.に
應
じ
て
そ
れ
ら
に
獺
れ
る
こ
と
に
-し
た
。

.

B

有
線
通
信
機
器H

業
の
合
理
化
問
題
:.

.

-

^
 ニ
六
社
三
組
合
體
制
の
發
足
I

 

.

こ
.の
部
門
の
：

4

口
理
化
が
直
接
に
®

を
そ
の
渦
中
に
捲
き
込
ん
だ
の
は 

部
品
業
界
の
.合
理
化
で
あ
.づ
た
。
こ
の
合
理
化
の
基
本
線
は
、
さ
き
に
擧 

げ
た
第
三
、
四
の
階
層
す
な
わ
ち
部
品
メ
'
I力~

八
五
社
を
、
單
獨
で
電

日
本
電
氣
通
信
庳
業
の
構
造(

ニ)

：

々
公
社
に
直
結
す
る
も
の(

公
社
直
結
.メ
ー
力ー

)

と
協
同
組
合
に
加
入 

す
る
も
の(

組
合
メ 

I
ヵ
ー)

と
の

二
っ
に
わ
■け
、

電
々
■公

社

の

^

^

窓 

ロ
を
ニ
六
社
三
組
合
に
整
理
し
て
、
昭
和
廿
八
年
の
四
月
か
ら
こ
の
體
制 

で
發
足
す
る
こ
と
に
あ
;0
た
。
こ
の
編
成
替
が
業
界
に
と
つ
.て
大
き
な
方 

、
向
轉
猶
を
意
味
し
た
.、：
と
い
う
の
は
、
終
戰
後
部
品
業
者
は
、
そ
れ
ま
で 

は
、
.幾
多
の
盛
衰
を
閱
し
、

集
中
合
併
と
倒
產
と
を
繰
返
し
て
は
來
た 

が
、

•>
も
角
す
ベ
て
が
電
通
雀
直
結
の
體
制
を
と
っ
て
來
た
の
に
拘
ら 

ず
、
こ
の
合
理
化
に
よ
っ
て
公
社
舊
電
通
省
> 
に
直
結
す
る
も
の
と
し 

:

な
い
も
の
と
に
戳
然
と
區
別
さ
れ
フ
第
三
と
第
四
の
階
層
の
差
別
が
明
辘 

と
な
る
と
，と
も
に
、
部
品
業
箸
の
整
理
淘
汰
と
い
う
問
題
が
そ
こ
に
秘
め 

ら
れ
て
い
'た
か
ら
で
あ
つ
た
。

.

.

:

•

.

こ
の
整
理
の
基
準
に
は
、
メ
ー
ヵ
ー
の
生
產
機
種
と
年
間
受
注
寶
績
と 

' 

.
が
，
一

膘

の

指

標

に

な

っ

た

よ
う
で
.
あ
る
。
す
な
.わ
ち
、
.電
話
機
、
交
換
機 

等
の
主
要
完
成
部
品
の
谷
機
種
毎
に
、
，實
績
の
.あ
る
有

力

部

品

業

者

(

一
一 

種
を
翁
ね
る
も
の
.が
ニ
社
あ
る
た
め
八
ロ
計
十
五
社)

を
選
定
し
て
代
表
メ 

.

丨
力ー

と
し
、
こ
れ
に
昭
和
卄
.六
年
度
受
注
實
績
五
、
〇
〇
〇
萬
®

上 

,;

の
も

の
六
社
と
、
更
に
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の
と
し
て
五
社
を
追
加
し
、

7

計

ニ

六

社

を

公

社

直

結

メ

ー

ヵ

ー

と
し
て
殘

し

、

.

殘

り

の

業

者

は

三

、
つ
の 

，
.
.協
同
組
合
.

(

東
京
に
.二
っ
ー
日
本
通
信
機
器
工
業
及
び
日
本
電
信
®
話H

 

.
業
協
间
祖
含
、
大
版
■に
一
っー

西
日
本
有
線
通
信
機
械
工
業
協
同
組
合)

. 

*:
■
.
.に
加
入
せ
し
め
、

部
品
の
機
種
毎
に
#
業
者
を
配
®
し
、
：
有
力
な
も
の 

C

上
層
十
八
社)

は
組
合
設
立
の
際
ぞ
の
發
起
人
と
な
り
、
.そ
の
多
く
は 

'

組

合

の

理

事

メ

、

力
I
と

な

っ

奮

v
-i
表
參
照)

。

と

こ

ろ

が

、
.
こ
の

四

五
.

(

三

一

三)



年 度 電 話 機 手動交換機 自，交換機

戰前最高時
毫

379,578
臺

2,759
囘線

103,650

昭和 2 0 年 44,250 555 20,550

21 188,344 1,253 33,172

22 290,722 2,899 59,930

23 269,160 3,544 85,271

24 151,135 2,094 69,250

(註） 戰前最高時は電話機が昭和15年、手動交換機が16 
年、自動交挺機が同じく16年である。

戰
爭
經
濟
の
影
響
を
ぅ
け
て
通
信
機
器
工
業
の
生
產
が
不
具
化
さ
れ 

(

電
波
兵
器
部
門
の
跛
行
的
擴
充)

、
有
線
部
門
の
生
產
が
戰
爭
の
終
結
前 

か
ら
旣
に
下
向
し
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
が
、
空
襲
に
ょ
る 

工
場
施
設
.の
破
塵
と
相
俟
っ
て
、
戰
爭
直
後
の
有
線
通
信
機
器
の
生
產
は 

慘
澹
た
る
狀
態
に
陷
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
廿
年
に
は
、
戰
.前
最
高
時
に 

5

ベ

て

、

|

_

は

め

 

一
一
一
％

、

手

動

交

換

機

及

び

自

動

一

父

換

機

は

何

れ 

も

約

一o

%
に
ま
で
落
ち
、
在
領
當
局
及
び
機
通
省
の
通
信
事
業
復
舊
政 

策
に
ょ
り
他
の
エ 

業
部
門
に
先
立
っ 

て
そ
の
囘
復
が
見 

ら
れ
た
と
は
い

.

え
、
昭
和
卄
四
年 

ま
で
に
戰
Hi
最
高 

水
準
を
上
廻
っ
た 

の
は
手
動
交
換
機 

だ

け

で

.あ
っ
た 

(

第
二
五
表)

。
そ 

し
て
有
線
機
器
生 

產
の
支
柱
で
あ
勹 

た
N
電
氣
、
o
電 

氣
等
の
餾
占
的
セ

第 25表〕 主要有線通信機器生產戰後推移

ツ

ト

• 

メ 
I

力

は
、
戰
時
生
產
體

四

七

(

三

;
五)

結
果
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
產
機
種
と
年
間
受
注
實
績
と
い
う
分
類
基 

準
は
實
際
の
施
行
に
奴
た
っ
て
可
成
り
の
修
正
を
餘
酸
な
く
さ
れ
、
例
え 

ば
直
結
メ
I
力
I
の
選
定
に
お
い
て
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の
と
い
っ
た
但 

し
書
が
附
け
加
わ
り
、
ま
た
直
結
メ 

I
力
I
の

機

種

と

組

合

.メ

 
I

力ー

の 

.機
種
と
で
は
、
重
要
部
品
と
非
重
耍
部
品
と
い
う
區
別
も
若
干
見
ら
れ
る 

が
、
そ
の
過
半
數
が
相
互
に
重
複
し
、
生
產
機
種
の
特
化
は(

そ
れ
ぞ
れ 

の
グ
ル
I

プ
內
部
で
も
問
題
が
あ
る
が)

こ
の
合
理
化
に
よ
っ
て
必
ず
し 

も
進
ん
だ
と
は
い
.え
な
い
。
合
理
化
が
果
し
て
何
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ 

た
か
と
い
う
問
題
さ
え
生
ず
る
。

'

と
こ
‘
ろ
で
、
こ
の
新
し
い
體
制
へ
の
業
界
の
動
き
が
表
面
化
し
た
の
は 

昭
和
廿
七
年
末
で
あ
り
、
以
來
部
品
業
界
の
み
な
ら
ず
、
電
々
公
社
、
セ 

ッ
ト
•
メ
ー
ガ
ー
、
更
に
有
線
通
信
機
工
業
會
等
谷
界
の
代
表
の
折
衝
、
 

協
議
と
承
認
と
を
經
て
、
數
ヵ
月
.足
ら
ず
の
內
に
以
上
の
合
理
化
案
に
落 

着
し
た
%.
の
で
あ
る
沢
、
合
理
化
問
題
は
こ
の
經
過(

內
容
は
(D
)
に
お
い
，
 

て
靜
述
す
る)

だ
け
.に
盡
き
^-
も
の
で
な
.く
、
■こ
の
工
業
部
の
戰
後
の 

動
向
そ
の
も
の
に
深
い
關
係
を
も
っ
て
い
る
。
合
理
化
の
眞
の
目
的
を
解 

明
す
る
た
め
に
は
、
合
理
化
が
ど
と
で
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
來
た
か 

と
い
う
問
題
が
先
ず
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戰
後
の
ど
の
部 

_
門
の
構
造
の
變
遷
過
程
の
考
察
を
通
七
て
こ
の
問
題
を
次
節
で
檢
討
し
よ

う 

o 

“

C

業

受

'i
北
の
背
景
.

' 

i
戰
後
の
空
白
期
と
部
品
業
者

日
本
電
氣
通
信
產
業
の
構
造(

ニ)

.

.

〔第 24表〕 2 6 J t  3 組合蟑制ー覽表,（昭和28年 4 月瑰在)

機

種

別

プラグ 1 T電機製作所

集合ジヤツク 1 T精ェK K
單獨ジヤツク 1 H通信工業K K
蓄電器 1 N通信工業KIC
ランプ受ロ 1 H製 作 所 •
電 鍵 ‘ 1 T電氣製作所

表示器 1 H電櫸製作所，

平型繼電器 1 M電氣K K
丸型繼電器 1 T電機製作所

保安器 1 N電榉製作所
ヒュ— ズ管 1 N電機製作所
ヒ ー ト *

ゴ4 ル；
1 同 上 .'

彈 器 1 K電機製作所

ヒユニス@ 1 .同上.、

線' .輪 1 T製；(乍 所 . : •
轉換器 1 K 通信;!:業K K
調整用小道具 1 S 機械工具：KK

ジャツク 

ランプ 

ランプ受0  
電 鍵  

表示器• 
プラグ

保安器 

弾 器  

盤..架 

自復避電器

ヒ ュ ー ズ 管  

ヒ ュ ー ズ

電話部品

線 輪 . 

端子板 

地方部品 

電話地方部品 

搬送部品 

電氣_  .

電信部品 

灯 蓋  

試驗用送受器 

調整用小道具

年 間 受 注 額  

5,090?驾圓以上 

- ( 2 6 年度）

6(

T電機製作戶 

M製作所 

N鐵 ェ 所 * 
Y金 敝 K  
T電機製作所 

E電機製作所

本
電

信
電

話
エ

業

協

同

組

合
特殊事情による 5

0 製作所 

Y精工社 

I 通信工業K K  
N通信機製作所 

K 通信工業K K

社數代表メーカー名

T電氣工業 

0 研究所 

T通信機K K  
T精器K K  
N電機ICK

S 通信機

T通信機工業

T ヒューズ、A
電機製作所

S 電機ICK、 T
電機電機

T無槔製作所 

H電機K K
Nェボナイ、ト«
S 製作所 

M製作所

S 電氣工業

C製作所

公 類 基 準 社數|代表；一力一名 分 類 基 準

ム 計 26 八 計 71

(註） 協同組合メーカ一名には機種别代表として粗合設立の發起人になったものの 

みをあげた。西日本有線瑀信機械工業協同組合は社數不明のため省いた。

(備考） 日本電氣通信工業連合會報第73號の記事にょる。

公 社 直 結 一 '•力 協 同 組 合 メ 力

日

本

通

信

機

.
'器
.
工

業

.協

同

.組

合

.

三
田
學
會
雜
誌
' 

第
四
十
八
卷
第
四
號 

，
 

四
六



年 度 N H 甯氣 O 電 氣 T S 電氣 H 製作所

昭和’20牢 

21 

22 

23

千圓
4,072

172,616

383,890

805,559

牛圓 
約 51,000

84,935

393,961

768,653

千圓
7

3,748

22,992

37,681

：千圓 
3,237

10,143

56,629

31,062

カーの轉後生逢輝推移

制

(

無
線
機
器
.
1電
波
兵
器 

部
門
の
重
點
化)

か
ら
の
轉 

換

を

一

擧

に

行

い

得

ず

、
，
有
 

一
線
機
器
生
產
の
囘
復
.は
こ
れ
，
 

ら
の
企
業
に
お
い
て
緩
慢
に 

.，し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た(

第 

ニ
六
表
參
照)

。
：

.

(

註)

有
線
機
器
の
價
格 

.

ば
昭
和
十
四
年
九
月
に 

.

.
統
制
さ
れ
た
ま
V
敗
戰 

と
な
り
、
そ
の
^1

一
十 

一
年
か
ら
二
十
四
年
に
、
. 

■'
至
る
間
數
囘
の
價
格
改
. 

訂
が
行
わ
れ
て
、
値
上 

り
率
は
セ
ッ
ト
の
場
合 

平
均
約
七
三
倍
と
な
っ 

て
い
.る
か
ら
、
第
一
.一.四 

表
に
お
け
る
、
年
々
の 

生
產
金
額
の
上
昇
に
も 

拘

ら

.T
、
.そ
の
.實
際
の
，生
庫
量
は
さ
ほ
ど
增
え
て
.い
な
い
。

■

し
か
も
敗
戰
直
後
の
電
通
政
策
の
方
針
は
、
前
章
で
見
た
ょ
ぅ
に
、
0 

合
眾
關
f

設
の
整
備
に
忙
殺
さ
れ
、
民
間
施
設
の
復
舊
は
未
だ
應
急
修 

理
の
域
を
脱
し
な
か
っ
た
。
.し
た
が
っ
て
、.
破
壞
施
設
の
.新

設

、
•
老

朽

施

第 26表〕 主要セ

註） 生庳額は会部有線機單のみ。 

備考） 日本電氣通信工業連合會資料に

三
田
學
會
雑
誌
第
四
十
八
卷
第
四
號
：

四

八

(

三 

ー
'2

..
設
の
取
替
え
の
た
め
の
セ
ッ
ト
の
需
要
と
な
ら
ん
で
、
あ
る
い
は
こ
れ
に 

增
し
て
、
補
修
用
部
品
の
需
要
.が
焦
眉
の
急
で
あ

っ.
た
。

戰
後
の
部
品
業
者
の
進
出
は
こ
う
し
た
客
觀
情
勢
め
.下
で
行
わ
れ
た
の 

.で
あ
る
。

.

部
品
i

.A
五
社
の
內
、
電

通

省(

遞

信

省)

指

定

メ

ー

ヵ

ー

と

し

て 

'

戰
前
か
ら
の
經
歷
を
も
っ
少
數
の
も
の(

約
ニ
〇
社
で
そ
の
大
部
分
が
現 

.

在
公
社
直
結
メ
I
力
I
と
な
っ
て
い
る)

を
除
け
ば
、
そ
の
多
く
は
、
戰 

爭
經
濟
の
末
期
に
電
波
兵
器
生
產
の
た
め
、
前
記
獨
占
的
セ
ッ
ト
.
•
メ
ー 

力
ー
や
無
讓
器
部
門
の
獨
占
的
大
企
業
の
下
請
• 

i

IC
場
と
し
て
設 

立
さ
れ
た
中
小
企
業
が
戰
後
有
I

器
の
生
產
に
轉
換
し
た
も
の
か
、
あ 

:
る
い
は
戰
後
新
た
に
零
細
資
金
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
等
を
含
ん
で 

い
た
。
か
れ
ら
は
、
當
時
の
資
材
事
情
の
逼
迫(

と
くi

部
品
需
要
の
增
.

.

犬)

と
更
に
セ

ッ

ト

.
メ

 

I

ヵ

ー

の
生
產
轉
換
の
立
ち
遲
れ
と
い
う
好
條 

件
を
利
用
し
、
ま
た
電
通
省
と
の
契
約
條
件
が
必
ず
し
も
嚴
格
で
な
か
っ 

た
と
い
う
事
情
を
も
利
用
し
て
、

競
っ
て
駕
通
省
直
納
メ 

I
力
ー
と
な 

り
、
首
廳
機
構
の
腐
敗
も
手
傅
っ
て
、
各
企
業
は「

随
意
契
約
/
の
形
式 

に
.ょ
り
取
.引
關
係
を
固
定
化
し
、
後
の
合
理
化
の
際
に
問
題
の
種
と
な
っ 

.

た

「

«
■
主
義」

，
を
っ
く
り
上
げ
た
。
か
く
し
て
戰
後
の
空
白
期
は
中
小
. 

部
品
業
者
に
.と
っ
て
は
と
も
角
惠
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
^

.
，ハ
註)

戰
後
の
ィ
ン
フ
レ
期
に
は
中
小
企
業
の
す
べ
.て
が
ブ
ー
ム
を
迎 

え
た
ょ
う
に
い
わ
れ
て.
い
る
が
、
.消
費
財
部
門
の
一
部
に
っ
い
て
は
、

’

あ
.
る
程
度
こ
の.
こ
と
は
い
お
て
も
.、

こ
の
有
線
機
器
の
場
合
は
そ
う 

筒
單
に
は
い
、
切
れ
な
い
'0
.
と
い
う
.
の
は
、

こ
の
部
門
，で
は
、

そ
の

技
術
的
關
係
か
ら
、
生
產
期
間
が
it
較
的
長
く
、
又
製
品
價
格
が
依 

然
統
制
價
格
で
押
.え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
資
材
の
ャ
ミ
價
格
と
製
品 

■
の
統
制
價
格
と
の
-ギ
ャ
ッ
プ
は
他
の
消
費
財
郞
門
よ
り
甚
し
か
っ
た 

.
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
，部
品
業
者
の1

.

時
的
ブ
ー
ム
'の
か
げ
. 

,

に
は
部
品
の
.生
產
ぞ
.の
.も
の
だ
け
で
な
く
、
電
通
省
直
納
メ
ー
力
ー 

と
な
る
こ
と
に
よっ
て
、
©
資
材
の
橫
流
し
が
出
來
た
と
い
，
.ぅ
事
情 

の
あ
っ
た
こ
と
'

も
否
定
出
來
な
い
。

•

こ
の
よ
ぅ
に
、
多

數

の

部

品

が

獨

占

,b
て
セ
ッ
ト
.
.
メ
'丨
ヵ
ー
と 

市
場
を
爭
ぅ
に
至
つ
.た
こ
と
は
、
.戰
前
か
ら
の
セ
ッ
ト
.
.メ
ー
■
■力
.丨
.(

と 

く
に
獨
占
的
企
業)

の
^

^
ハ
〒
請
.
協
力
工
場
の
關
係
を
主
と
す
る)

を
か
れ
ら
が
離
れ
た
こ
と
、
ま
た
セ
■ッ
ト
•
メ
ー
力
I
も
經
營
の
弱
體
化 

の
た
め
や
む
な
く
こ
れ
ら
の
分
離
•
獨
立
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ 

た
こ
と
を
ヰ
,©.
味
し
、
何
れ
に
し
て
も
こ
の
部
門
に
お
け
る
獨
占
的
支
配
體 

.制
の
弛
緩
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

.

.

.

i

戰
後
の
空
白
期
と
い
つ
て
も
、
.
日
本
の
.獨
占
資
本
は
こ
の
時
期
を 

無
爲
に
過
し
た
わi

で
は
な
か
っ
た
。
獨
占
的
セ
ッ
'ト

.
メ

ー

ヵ

ー

の

H

 

場

施

設

は

ぃ

ち

早
'.
.
<賠
償
指
定
を
解
除
さ
れ(

前

述)

、
'
占

領

當

局

の

監

督
 

の
下
に
種
々
の
助
成
策
が
と
ら
れ
た
。
と
く
に
セ
ッ
ト•

メ
ー
ヵ
ー
に
對 

.す
る
政
府
の
前
渡
盗
制k

は
そ
の
代
表
的
な
も
の
.
.で
あ
っ
た
。
金
融
資
本 

も
ま
た
か
れ
ら
の
經
營
上
の
赤
字
を
補
旗
す
ベ
く
年
A
救
濟
的
融
資
を
怠 

.ら
な
か
っ
た
。

.

.，
日

本

電

氣

，通

信

產

業

の

構

造

(

ニ)

. 

.

(

註)

こ
の
制
度
は
、
.電
.通
省
發
注
の
戰
災
復
興
用
通
信
機
器
の
內
、 

電
話
機
、
手
動
交
換
機
、
自
動
交
換
機
に
っ
い
.て
、
發
注
契
約
と
同 

•時
に
契
約
金
額
の
六
0

%
、
あ
る
い
は
出
荷
と
同
時
に
契
約
金
額
の 

A
〇
％
が
吏
拂
わ
れ
る
も
の
で
、
昭
和
廿
七
年
度
ま
で
こ
の
制
度
は 

.

.
變

ら

及

か

，
っ
.

た
°
.

こ
'の
制
度
の
|
惠
を
最
も
多
く
‘受
け
る
も
の
は
、
 

，
こ
れ
ら
機
種
の
生
產
能
办
の
大
き
い
獨
占
的
セ
ッ
ト
• 

メ
ー
ヵ
ー
で 

あ
り
、
部
品
業
苕
は
全
然
こ
の
制
度
の
恩
惠
に
洛
し
な
か

っ
た
。
 

し
か
し
、
日
本
を「

極
東
のH

場」

と

し

て

從

'屬

化

•
軍

事

化

の

軌

道
 

に
，
の

せ

る

た

.め

の

準

備

工

作

と

し

て

の

獨

占

資

本

體

制

の

强

化

が

、

昭

和 

廿
四
年
の
ド
ッ
ジ
政
策
以
来
急
速
に
狎
し
進
め
ら
れ
た

の

に
照
膘
し
て
、

こ
の
部
門
に
お
け
る
獨
占
體
制
も
こ
の
頃
か
ら
次
第
に
整
備
確
立
さ
れ
る 

に
至
っ
た
。
こ
_の
過
程
に
.ぉ
い
て
、
N

H
電
氣
、
.
o電
氣
、
P

J
通
信
機 

等
の
獨
占
的
メ
！
力
ー
の
復
興
は
、
部
門
全
體
の
歡
造
變
化
に
と
っ
で
極 

め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
狀
況
を
種
々
の
側
面 

か
ら
考
察
し
ょ
ぅ
。

①

企
署
理
化

.

昭
和
廿
四
年
に
入
っ
て
か
ら
、
ド

ク
ジ
趴
m :
に
ょ
る
政
府
.

(

镫
通)

豫 

算
の
大
幅
削
減——

有
線
機
器
の
全
般
的
.な

受

注

減

少

、
.
し

た

が

っ

て

現 

有
生
產
能
力
と
人
員
と
に
對
す
る
市
場
の
相
對
的
狭
隘
と
い
ぅ
條
件
の
下 

で
、
獨
占
各
社
は
何
れ
も
、
戰
時
經
濟
の
需
要
.に
應
じ
て
不
均
衡
に
膨
脹 

し
た
工
場
設i

の
整
理
を
行
っ
て

、

*

_

の

豳

置

轉

換

に
ょ
り

優
良
事
業
. 

場
へ
の
生
產
機
種
の
集
中
統
合
を
圖
る
と
と
も
に
、
縮
少
さ
れ
た
生
產
設

. 

四

九

(

三
一
七)

ii
'

セ

ッ

ト

.
メ

ー

力ー

の
.復

興

と

獨

占

體

制

の

再

編



士

ー

田

學

會

雜

誌
'第
四
十
八
卷
第
四
號

'

備
の
割
合
を
遙
か
に
上
廻
る
大
幅
の
人
員
整
理
を
行
っ
た
。
企
i

理
讹 

は
先
ず
人
員
整
理
か
ら
着
手
さ
れ
た
。

：

;

.

.

す
な
わ
ち
、
N

H
電
氣
で
ぱ
こ
の
年
の
五
月
他
社
に
先
立
っ
て
こ
れ
を 

實

施

し

た

が

、

こ

れ

に

よ

り

全

國

七

事

業

場

の

內

三

.つ

を

閉

鎖

し

て

有

線 

 ̂

'機
器
の
生
產
に
重
翻
を
移
し
、
更
に
殘
存
事
業
場
の
整
理
に
よ
り
、
實
施 

•前
の
從
業
員
總
數
.一
〇
、
ニ
七
ー
人
の
約
三
五
％
、
三
、
五
六
九
人(

旣 

に
前
苹
九
月
に
一
部
整
理
し
た
も
の
を
加
え
れ
ば
全
饋
で
四
五
％

に
及 

ぶ)

を

大

量

解

職

し

た

。

，こ

の

人

員

整

理

は

、

そ

の

實

施

に

よ

ら

て

、
•
當 

時
毎
S

一
一
、:五
〇
〇
海
圓
の
人
件
費
を
節
約
し
、
工
員 
一
■
人

當

り

生

產

高
 

Q

引
上
げ
と
、
月
.

1

、
〇
〇
〇
萬
圓
の
赤
字
克
服
を
は
か
る
と
い
ぅ
經
營 

.面
で
.の
直
接
的
效
果
を
狙
い
と
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
 

そ
れ
は
ド
ッ
ジ
政
策
の
卞
に
、
日
本
の
獨
占
資
本
の
從
M
的

，
軍
庫
的
再
. 

編
成
を
.强
化
す
る
た
め
、.
產
業
の
諸
分
野
で
開
始
名
れ
た
企
業
合
理
化
.

-
-<

員
整
理
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
い
わ
.ゆ
る
レ
ッ
，‘ド

•
パ
丨
'

.ジ
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
勞
働
諸
政
策
に
よ
り
、
，澇
働
組
合
の 

分

裂

化

、
、
•
御

用

化

(

N
®
氣
の
勞
働
者
は
當
時
產
別
傘
下
の
全
日
本
電
氣 

'

工
業
勞
働
組
合
に
加
入
し
て
活
潑
な
活
動
を
し
て
い
た)

を
^'
か
り
、
後 

の
本
格
的
合
理
化
を
ス
ム
I
ズ
に
^
し
進
め
る
た
め
の
準
備
エ
作
と
し
て 

の
役
割
を
果
し
た(

同
社
昭
和
廿
四
年
度「

增
資
目
篇
見
書」

參
照)
。

ま
た
o
電
氣
、
P

J
通
信
機
に
お
い
て
も
、
こ
の
年
に
生
產
設
備
の
整 

備
と
と
も
に
、
何
れ
も
四
〇
％
に
上
る
大
量
の
人
員
整
理
を
行
っ
て
、
經 

營
の
危
機
の
解
決
を
勞
働
者
の
犠
牲
の
上
に
求
め
、

と
く
に
o
電
氣
は 

,

o 

• 

o 

• 

S 

(

總
司
令
部
民
間
通
信
局)

の
^
旋
で
F

J
銀

行

の

救

濟

融

.

•

.

 

'
五
〇

(

三
一
八)

賛
の
下
'に
、
：爭
議
を
未
然
に
防
ぎ
つ
つ
こ
の
大
整
理
を
斷
行
し
た
。

'

か
く
し
て
、
合
理
化
の
手
順
は
企
業
組
織
そ
の
も
の
の
與
_
成

(

昭
和 

廿
五
六
年
以
降
.

)

へ
と
進
む
の
で
あ
る
。

.

•元
来
、
こ
れ
ら
三
社
は
、
旣
に
(A
)
に
述
べ
'た
よ
ぅ
に
、
.こ
の
部
門
の
獨 

占
的
地
位
を
し
め
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
企
業
を
壓
锄
し
得
る
經
營
規
模
、
經 

營
組
織
、.
技
術
水
準
を
保
持
し
て
は
い
た
.が
、
そ
の
生
產
形
態
、
作
業
組 

織
の
内
容
に
づ
い
て
見
れ
ば
、.
工

場

生

產

.が

必

ず

し

も

機

械

體

系

に

よ

つ 

て
行
わ
れ
て
い
た
と
ば
言
い
難
く
、
部
品
製
造
、
組
立
の
各H

程
を
通
じ 

て
、
個
人
的
な
熟
練
勞
働
に
依
存
す
る
作
業
が
相
當
部
分
を
し
め
、
.全
體. 

と
し
て
は
未
だ
マI

一
 

ュ
.フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
生
產
形
態
に
し
た
が
つ
て
そ
れ 

に
應
じ
た
勞
働
樣
式
の
制
約
ハ
こ
れ
は
日
本
の
機
械
工
業
全
體
に
つ
い
て 

云
ぇ
-る
特
徵
で
あ
る
.
.

)

を
脫
し
切
れ
ず
、
戰
時
中
の
技
術
の
停
滞
と
相
俟 

つ
て
、
戰
後
の
國
際
水
準
か
ら
の
立
遲
れ
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
つ
fc
f
ov 

1(

註)

N

H
電
氣
に
つ
い
て
の
こ
の
■點
に
實
證
的
デ
I
タ
は
森
五
郎 

.「

經
營
合
理
化
と
そ
れ
の
勞
務
諸
關
係
へ
の
影
響
に
關
す
る
一
研
究」 

(

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
七
號
所
收)

參
照
。

し
か
る
に
、

戰
後
の
通
信
事
業
が
ア
メ
リ
ヵ
に
よ
る
安
上
り
の
眾
事 

化

.
基
地
化
政
策
に
從
屬
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
ぅ
新
し
い
條
件
の
下
に 

お
い
て
は
、
よ
り
コ
ス
ト
の
安
い
、
よ
り
®

{
の
高
い
、
質
の
均r

な
通 

信
資
材
の
量
產
體
制
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
部
門(

と
く
に
獨
占 

メ
ー
ヵ
ー)

の
工
業
水
準
の
國
際
的
立
遲
れ
の
克
服
が
要
請
さ
れ
る
に
至 

つ
た
。
が
か
る
要
請
に
膘
ず
る
も
の
が
獨
占
各
社
の
企
業
合
理
化
で
あ
つ
‘ 

た
が
、
そ
の
內
容
は
、
量
產
部
門
に
お
け
る
各
種
作
業
工
程
の
細
分
化
に

よ
る
分
業
組
織
の
再
編
、
作
業
工
程
へ
の
コ
ン
べ
ャ
I

.シ
ス
テ
ム
の
導
. 

入
に
よ
る
各
種
作
業
の
有
機
的
結
合
、
要
す
る
に
生
產
工
程
の
機
械
體
系 

化
と
こ
れ
に
よ
る
熟
練
费
働
の
簡
單
勞
働
へ
の
分
解
、
更
に
こ
う
し
た
變 

北
に
對
應
す
る
職
制
組
織
、.
勞
務
管
理
組
織
の
再
編
强
化
等
、
正
に
全
企 

業
の
再
編
成
で
あ
つ
た
。
し
か
も
こ
の
苒
編
成
が
外
資
と
の
戰
前
の
提
携
. 

復
活
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
從
屬
的
性
格
を
示
し
て 

い

る(

と
く
に
；2
;
‘
電
氣
の
場
合)

。

(

註)

前
述
0

• 

G 

. 
S
に
よ
る
經
營
指
導
の
對
象
工
場
の
中
に
N
電 

氣
と
P
電
氣
と
.

が
人
つ
て
い
.る
こ
と
は

合
理
化
の
從
屬
性
の
傍
證
と 

な
ろ
う
。
尙
、
經
營
合
理
化
の
N
電

氣

C
M事
業
所)

に
お
け
る
實 

態
に
つ
い
て
は
前
揭
論
文
參
照
。
外
資
と
の
提
携
復
活
に
つ
い
て
は
. 

後
述
す
る
。(

®
)

 

.

. 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
企
,

理
化
に
よ
る
新
1
い
生
產
方
式
の
テ
ス
ト
. 

ヶ
ー
ス
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
四
號
電
話
機
の
生
產
で
あ
つ 

ノ (

註)

四
號
電
話
機
は
ア
メ
リ
ヵ
の
ベ
ル
研
究
所
の
胄
ぎ
双
#
に
よ
る
し 

も
の
で
、
昭
和
廿
六
年
か
ら
日
本
の
.全
國
重
耍
都
市
を
中
心
に
普
及
. 

し
始
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
電
話
機
は
從
前
の
國
產
三
號
電
話
.

.
機
に
比
べ
て
電
質•

感
度
と
も
に
.す
ぐ
れ
た
.國
際
的
最
新
型
の
も
の 

で
あ
る
。(

尙
、
現
茈
の
自
衞
隊
が
ア
メ
リ
ヵ
の
優
添
な
近
代
兵
器
の 

一
部
を
分
與
さ
れ
、
軍
需
メ
ー
ヵ
ー
が
そ
の
生
產
や
修
理
を
や
ら
ざ
ノ 

れ
て
い
る
の
と
對
.比
せ
よ) 

,

獨

古

メ

ー

ヵ

ー

や
.一
.部
の
有
力
セ
ッ
ト
.
メ
ー
ヵ
ー(

I
.
S通
信
機)

で
は
、
廿
六
年
度
か
ら
舊
三
號
電
話
機
の
生
產
を
、
漸
次
こ
の
四
號
に
切

本
電
氣
通
信
產
業
の
■構

造C
.

U
)

-

.換
え
て
行
っ
た
が
、
そ
の
量
產
體
制
の
最
も
整
備
さ
れ
た
も
の
は
、
企
業 

合
理
化
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
N

H
電

氣(

M
事
業
所〕

で
あ
っ
た
。
こ
こ 

で
は
、
ダ
ィ
ヤ
ル
、
遠
話
機
、
受
話
機
、
ボ
ッ
ク
ス
等
電
話
機
部
品
の
製 

造
工
程
が
、
更
に
罾
十
種
.の
作
_

*
位

に

分

割

さ

れ

て

、
_
.
そ

こ

へ

べ

ル

ト 

.

.コ
ン
べ
ヤ~

が
導
入
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
コ
ン
べ
ヤ
ー
の 

流
れ
が
一
定
の
時
間
的
間
隔
を
お
い
て
調
節
さ
れ
る
汐
ク
ト•
シ
ス
テ
ム 

が
採
用
さ
れ
、
電
話
機
の
一
貫
生
產
組
織
が
確
立
し
た
。
こ
の
コ
ン
ベ
ヤ 

I 

.シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
送
話
機
の
生
產
に
お
い
て
は
、
搮
用 

前
の
一
時
間
當
り
生
產
高
六
0
個
が
一
五
〇
乃
至
一
八
〇
個
と
い
ぅ
三
倍 

に
‘近
い
勞
働
生
產
性
の
上
昇
が
見
ら
れ
、
四
號
電
話
機
生
產
のH

數
が
、
 

探
用
前
ニ
三
時
間
で
あ
っ
た
も
の
が1

〇
乃
至
八
時
間
に
短
縮
さ
れ
る
に 

.
至
り
、
部
品
の
質
の
均
ブ
化
に
よ
る
製
品
の
糈
度
の
向
上
も
ま
た
著
し
い 

も
o'
が
あ
っ
た
。

■

同
社
で
は
、
こ
の
電
話
機
以
外
に
、
交
換
機
部
品(

M
事
業
所)

、
搬
遂 

装
置(

T
事
業
所)

、■
眞
空
管
製
造(

o
事
業
所—

現
.在
a

s

N

H電
氣
と 

ノ
し
て
同
社
よ
り
分
離
獨
立
し
て
い
る)

等
の
諸
工
程
に
對
し
て
も
、

以
上 

.の
合
理
化
方
針
が
旣
に
實
現
さ
れ
、
あ
る
い
は
實
現
さ
れ
っ
っ
あ
る
よ
ぅ 

で
あ
る
。

. 

■
.

N

H
電
氣
の
企
®

ロ
理
化
の
時
期
と
相
前
後
し
て
、
o
電
氣
、
F

J
通 

信
機
に
お
い
て
も
、
同
じ
趣
旨
の
合
理
化
㈱
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る 

が
、
合
理
化
の
程
度
は
N

H
電

氣

，に

比

べ

れ

ば

相

對

的

に

低

く

 

(

と
.く
に 

0
電
氣
の
四
號
電
話
機
の
生
產
エ
程)

、
'
そ
の
成
果
は
、

た
と
え
ば
、

第 

ニ
七
表
に
示
さ
れ
る
三
社
の
勞
働
生
產
性
の
相
違
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て

五I 

:

(

三
一
九)



，（註） 生產額は各機種の合計數字であるo .
O電氣の工員1 人 1 ケ月當り生產高が26年以降停滯しているのは、他社に比べ 

て合理化が遲れて始つ/こことにも原因してい卷。 .
1(備考），N：，E1 兩社については有價證券報告書、O 電氣については營業報吿書及び 

調査表の記入數字を參照した。 '

¥ 度
 ̂ N H 電 氣 O . 電 氣 , F J 通 信 機

N H 領 工員1 人 1
ヶ月生產高 生 廣 額 工員1 人 1

ヶ月生產高 生 產 額 XM 1 人 1 
ヶ月生庳高

25年上
千圓

1,233,753
圓

48,284
千圓

758,703
圓 千圓

402,394 36,300
下 1,578,078 64,153 * 930,416 616,556 52,900

26 J l 2,184,195 87,802 1,396,4两 65,305 940,817 79,600
下 2,671,831 107,953 1,479,247 70,301 963,054 56,000

2 7 上 2,9X0,857 110,966 1,343,390 58,986 935,272 53,200
下 3,299,110 123,534 1,269,827 60,956 1,148,493 65,400

2 8 上 3,401斯 1,630,438
下 4,321,968 2,030,974

〔第27表〕 獨占3 社生產額及び勞働生座-性の推移

五
ニ 

(

三
こ
0)

い
る
。
す
な
わ
ち
、
廿
五
年
度
以
降
の
數
年
間
に
各
社
の
生
產
額
が
ニ
倍 

乃
至
三
倍
に
增
大
し
た
の
に
對
し
て
、
工
員
の
一
人
當
り
ー
力
月
生
產
高 

(

こ
れ
を
さ
し
當
り
勞
働
生
產
性
の
指
標
と
し
た)

は

,0

電
氣
を
除
い
て
、 

.
N電
氣
、
F
電
氣
と
も
增
加
傾
向
に
あ
る
が
、
製
品
の
價
格
改
訂
を
考
慮 

に
入
れ
た
と
き
、
N
電
氣
の
上
昇
傾
向
の
著
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

.

ま
た
他
方
で
、
各
社
の
製
造
原
價
總
額
中
に
し
め
る
勞
務
費
S

接
及 

び
間
接
工
員
の
賃
銀)

の

割

合

を

算

出

す

れ

ば

第

ニ

，
八

表

の

通

り

で

あ

る 

が
、
朝
®

亂
後
一
、一..1

年
の
ィ
ン
フ
レ
に
よ
る
®

騰
貴
を
意
味
す
る 

名
目
賃
銀
の
上
#
を
幾
分
反
映
し
て
い
る
外
は
、
三
社
と
も
一
貫
し
て
低 

下
傾
向
を
示
し
、
と
く
に
.
2;電
氣
の
場
合
は
廿
七
年
下
期
以
降
勞
務
費
の 

絕
對
額
の
減
少
さ
え
見
ら
れ
る
。
ま
た
各
社
の
最
近
三
年
間
の
年
間
寶
上 

高
を
價
成
要
素
に
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
剩
餘
價
値
率
、
利
潤 

率
、
資
本
の
有
機
的
構
成
を
算
出
す
る
と
第」

1

九
表
と
な
る
が
、
こ
こ 

で

特

徵

的

な

こ

と

は

、

各

社
と

も

(

さ
き
の

合

理

化

投

資

を

反

映

し
て

〉

 

.資

本

の

有

機

的

構

成

が

年

々

高

く

な
つ
て
行
く
傾
向
に
あ
る
が
、
他
方
で 

そ
の
割
合
を
上
廻
る
利
澗
率
の
年
々
の
增
加
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
剩
餘
價 

値
率
の
ニ
倍
あ
る
い
は
三
倍
以
上
の
上
昇
が
惡
因
と
な
つ
て
い
る
こ
と
で 

あ

る(

但
し
、
o
電
氣
に
つ
い
.て
は
、
廿
七
年
度
以
降
の
數
字
が
缺
け
て 

い
.

5
<
?
た
め
以
上
の
傾
向
は
直
接
ぅ
か
\"
-
わ
れ
な
い)

。

そ
し
て
こ
の
よ
ぅ 

な

利

潤

の

增

大

を

基

礎

之

し

て

、

獨

占

三

社

_
は

人

員

整

理

直

後

の

賣

上

利 

.益1

1丨

五

％.か
ら
廿
七
、
A
年
度
に
は
約
.

一

〇
％
を
計
上
•し
、AJ.

の
間
三 

囘

.乃

至

四

囘

の

增

資

を

行

つ

て
も
尙
十
割
を
越
え
る

員
ネ
利
益
と
な
り
、
 

1

ハ

年

庶

に

は

株

主

配

當

を

復

话

し

て

現

在

一

割

乃

至

二

割

.五

分

を

保

持

三
，田
學
會
雜
誌
,第
四
十
八
卷
第
四
號

(註） 勞務費は直接及び間接の合計數字である。

_ O電氣の27年上以降の數字は資料の計箅根據不明のため削除した。

(備考） N, F 雨社は有價證券報告書、0 電氣は27年 8 月「增資目論見書」參照。

年.度
N H 電 氣 0 電 氣 P J 通 ：信 機

A 製造 
m 價

B 勞務費 B/A A 製造 
原 價

B勞務費 B/A A 製造 
原 惯

B 勞務獏 B/A
千圓 千圆 % 千圓 千圓 % . 千圆 千_ %

25年下 698,601 244,928 35.0 532,084 144,836 27.2

2 6 上 1,598,116 499,348 31.3 909.204 28'4,394 31.3 568,124 196,743 34.6

下 1,934.358 .650,386! 33.1 1,114,117 303,609 27.2 927,940 194,433 21.0

27 ± 2,254,203 752,59lj 33*4 ； . 753,601 2；22,048 30.0

下 2,663,637 840,690； 31.6 853,371 226,998 26,6

2 8 上 2,530,337 846,147
3 1 3 音

下 3,345,530 817,468
2i ，

〔第 28表〕 獨占3 社の製造原價中にしめる勞務費比率の推移

し
て
い
る(

第
三
0
表
參
照)

5

.

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
剩
餘
價
値
率
の
著
し
い
增
大
は
ま
た
企 

業
合
理
化
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
N
電
氣
の
例
に
見
ら
れ
る 

通
り
に
、作
業H

程
の
機
械
體
系
化
は
、そ
の
部
門
に
お
け
る
勞
働
カ
構
成 

の
變
化
、
具
體
的
に
.は
勤
續
年
數
の
長
い
、■
年
齢
の
高
い
男
子
熟
練
工
に
，
 

代
っ
て
、

年
數
の
短
.い
、
年
齡
の
供
い(

女
子)

不
熟
練
エ
の
採
用 

を
必
然
一
、
賃
銀
部
分

(

V)

,の
節
約
を
.可
能
な
ら
し
め
る
だ
け
で
な 

く
、
.工
程
.の
コ
ン
ベ
ャ
ー
化
に
よ
り
、

勞
働
密
度
は
從
前
の
數
倍
と
な 

り
、
.

勞
働
强
化
そ
の
も
の
が
あ
る
程
度
自
動
的
に
行
七
れ
、
古
い
熟
練
工 

を
要
所
に
配
置
し
た
職
制
機
構
と
巧
妙
な
勞
務
管
理
政
策
と
に
よ
っ
て
、
 

勞
働
渚
に
對
す
る
勞
働
强
化
の
影
響
を
無
自

®

し
、
意
識
の
低
い
赞
働 

漭
の
抵
抗
を
未
然
に
防
ぐ
1
置
が
と
ら
I
”
。
剩
餘
價
値
率
增
大
の
主
耍 

な
拫
據
は
こ
こ
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

.

.

.

(

註 

一〕

N
電
氣
の
電
話
機
組
立
工
程
で
は
、

コ
ン
べ
ャ
ー
•
シ
ス
テ 

ム
の
導
入
前
に
は
、
全
勞
働
力
の
內
女
子
は
一
名
も

含
ま
れ
て
い
な 

か
っ
た
が
、.
導
入
後
に
は
、
新
規
採
用
の
工
員
に
は
全
て
新
中
卒
ま 

た
は
二
十
歳
前
後
の
女
子
勞
働
力
を
充
當
し
、

こ
れ
ら
新
勞
働
力
の 

訓
線
に
烈
僅
か
に
二
日
乃
至
一
週
間
の
見
習
側
作
、業
で
す
む
よ
ぅ
に 

な
っ
た(

前
掲
論
文
一
、六
頁
參
照)

。
 

.

(

註
ニ)

日
本
人
文
科
學
硏
究
會
の
社
會
緊
張
特
别
委
員
會
近
代
技
術 

部
會
.第
ニ
班
が
こ
k
で
行
っ
た
調
杳
結
乘
か
ら
も
、

コ
ン
べ
ャ
ー
化 

に
と
'
.も
，な
ぅ
.勞
働
者
の
疲
勞
度
の
%
犬
は
蔽
い
難
く
、
し
か
も
作
業
. 

工
程
の
變
化
に
よ
る
勞
働
者
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
勞
韻
者
の
反
抗

へ

'.
苯写ハー

一一，こ 

一)

.

日
本
電
氣
通
信
庳
業
の
！！
造

，

0.1)



〔第 3 0表〕 獨占3 社資本利益率及び賣上利益率等推移

年 度
A
資本金.

B
璁賣上高

0
純利益

2XO/A O/B

N 25年上
TT_
350

m處圓
1,223

WKD3]
27

%
15.4

%
2.2

下 350 1,643 44 25.4 2.7

H 2 6 上 350 1,994 106 63.4 5.3

下 500 2,615 262 104.8 10.0

電 . 2 7 上 600 2,899 293 117.2 10.1

下 500 3,208 300 120.0 9.4

氣 !2 8 上 500 3,556 353 141.2 9.9

下 1,000 4,442 417 83.4 9.4

年 度 A B C 2XC/A C/B
O

27年上 180
WK圓

1,655
西a® 
181

%
201.2

%
10.9

電 下 180 1,865 175 194.4 9.4

氣
. 2 8 上 

下

360

360

1,982

2,084

195

203

108.3

112.8

9.8

9.7

年 度 A B G 2XC/A C/B
P

25年上
&7疼圃
50 460

TfKH!
13

%
52.0

%
2.8

J
下 100 604 17 34.0 2.8

通 2 6 上 100 816 17 34.0 2.1

信 下 100 1,107 106 2120 9.6

機
2 7 上 200 1,131, 115 115.0 10.2

下 200 1,807 147. 147.0 8.1

(註） F J 通信機はその後2 同の增資により拂込資本金は現 

在 6 億と■なつている。

(備考） N，F 兩祗は有價證券報告書j
O電氣は營業報吿書 J み’’ '° ,

を
そ
ら
す
こ

，

と
に
お
い
て
、
當
社
の
勞
務
管
理
政
策
は
一
應
の
成
功 

を
收
め
て
い
る
と
.
.い
ぅ
結
論
\(

？)

を
出
さ
ざ
：る
を
得
な
か
つ
た
。
 

か

く

し

て

獨

占

メ

ー

ヵ

ー

の

.炎
業
合
理
化
は
、
ま
ず
企
業
内
の
勞
働
者 

に
對
す
る
搾
取
方
式
の
高
度
化(

ア
メ
リ
ヵ
的
管
理
方
式
の
導
入
、

こ
れ 

は
旣
に
述
べ
た
電
通
機
權
の
改
革
に
照
應
す
る)

を
基
礎
と
し
て
ハ
れ
わ
れ 

た
の
で
あ
っ
た
。
'

P

本
電
氣
通
信
產
業
の
構
造
，.(

ニ)

.更

に

獨

占

メ

 

I
力
I
の
'企
業
合
理
化
は
、..獨
占
メ 

I
力
ー
.內
部
の
^

^
 

渚
に
直
接
の
影
響
を
與
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
外
部
に
分
散
す
る
下 

請

.
再
下
罾
企
業
へ
も
廣
巩
な
波
紋
を
呼
び
起
す
。
す
な
わ
ち
、
獨
占
メ 

丨
ヵ
ー
がH

程
組
織
の
稗
編
に
ょ
り
部
品
の
製
造
X
程
を
集
中
し
て
セ
ッ 

ト
の 

一
«
生

產

體

-^
を
と
る
ょ
ぅ
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
そ
の
工
程
を
擔 

當
し
て
い
た
技
術
の
低
い
部
品
業
者
は
忽
ち
製
品
市
場
を
脅
か
き
れ
る
こ

.

,
.

五

ポ

(

三 
一
-:
一一)

〔第 29表〕 獨占3 社の剩餘價値率等推移

N
年 度 C • V m m/V m/C-fV v/o+ v

昭和26年上
千圓

1,125,820
千圓

499,348
• 千圓 
349,051

%
68.1

%
21.5

%
30.7

H 下 1,498,940 650,386 453,129 69.7 2 11 30.2

電

2 7 上 1,735,984 752,591 367.077 48.8 14.8 30.2

下 1,792,967 840,590 599,741 71.3 22.7 31.9

氣 2 8 上 1,833,266 846,147 839,750 99.2 31.4 31.6

下 2,525,420 817,468 1,026,518 125.6 30.7 24.4

O

電

年 度 C V m m/V m/C-fV V/C+V

昭和25.年下
千圓

414,85^
千圓

264,026
千圓

436,097
%

165.5
%

64.3
%

38.9
2 6 上 581,005 304,835 334,050 148.3 52.4 47.6

氣
下 V62.8Y6 323,604 479,679 148.3 44.2 29.6

年 度 C V m m/V m/O+V V/C+V
P
T

昭和25傘下
千圓

371,974
千圓

156,823
千圓

66,624
%

42.3
%

12.5
%

20.5

通

信

機

2 6 上 835,U5 210,669 224,673 106.6 26.5 , 2 4 . 9

下 607,539 219,714 264,479 111.4 31.9 26.5
2 7 上 526,404 247,957 226,211 91.5 '  29.2 31.9

下 623,710 257,484 391,086 1521 44.4 29.2

く註） 本表の数字は、各社の損益計算書》製造原價明細書め數字を分解、再構成した

ものである。 ' こ ；

V ……製造原價中の勞務費、諸手當、福利厚生費等の勞賃部分の諸項目の合許。

0 …… " の材料費、減價償却費、燃料、動力費等の不變資本部分の諸項目 

，の合計o
m……總賣上高一（C + V ) 工場經費の一部、本社勘定の諸科目の大部分が含まれ 

る。.
尙、本表ではすべて現實の價格計算を基礎にしているから、理論的には厳密を缺 

き、諸操作の結果は、近似的な傾向を示すものに過ぎない。
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四
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號
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四
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ニ
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三

田

學

會

雜

誌

第

四

十

，.八

卷

第

四

號

と
は
勿
論
.で
あ
.る
が
、
か
れ
ら
が
下
請
企
業
と
し
て
獨
占
メ
ー
力ー

に
つ
. 

な
が
る
た
め
に
は
、
互
換
性
の
あ
る
糈
度
の
高
い
部
品
を
生
產
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
獨
占
メ
ー
.ガ
ー
のH

程
組
織
；(

勿
論
部
品
製
造H

 

程
の
す
べ
て
が
集
中
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら)

と
係
わ
り
を
持
つ
た 

坐

產

設

備

を

備

え

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

ぅ

こ

と

に

な

る

。

し

.た 

が
つ
て
獨
古
メ
ー
力ー

の
利
用
し
得
る
下
請
企
業(

部
品
業
者)

.は
嚴
選 

さ

れ

亡

優

秀

な

も

の

に

限

ら

れ

、
.
下

請

系

列

も

戰

前

に

比

べ

そ

嚴

格

な

も
 

の

と

な

ら

ざ

る

を

得

な

い

。

獨

占

メ

ー

ヵ

ー

の

企

業

合

理

化

は

、
.
か

く

し 

て
部
品
業
#
の
再
編
成
を
狎
し
3 1

め
る
挺
子
と
も
な
る
の
で
^
る
が
、
こ 

の
過
程
の
實
態
に
つ
い
て
は(

-D)

に
詳
述
す
る
。

獨
占
メ r-

ヵ
ー
.

の
企
業
合
理
化
そ
の
も
の
が
、
旣
に
ア
メ
リ
ヵ
支
配
下 

の
從
屬
的
再
編
成
で
あ
っ

.た
が
、
合
理
化
の
物
的
條

降

と

し

て

.
の

生

i

.

 

術
の
高
度
化(

.軍
事
的
要
請
に
適
し
：た)

は
、'
戰
前
か
ら
の
國
際
的
電
機 

獨
占
資
本
と
の
提
携
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

企
業
合
理
化
ど
>3 

H

•
F

J兩
社
の
外
默
提
携
復
活
は
相
表
裏
し
て
行
わ
れ
た
？

先
ず
：？
H
電
氣
は
、
合
理
化
の
.ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
昭
和
廿
四
年
に
レ
'

ち
¥
く
1 

• 

s 

. 

E 

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

 S
t
a
n
d
a
r
d

 s
e
e
t
r
i
c

 C
o
r
p
.

-
國
際
的
電
機
獨
占
資
本w

e
s

cl-
e
r
n
E
l
e
c
t
r
i

.90
0
.

.の
系
列
會
社)

，

と
の
戰
前
關
係
の
復
活
を
開
始
し
た
。
N
電
氣
の
場
合
は
人
整
理
、合 

理
化
の
着
手
が
提
携
復
活
の
條
件
で
す
ら
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
廿
四
年 

度

及

び

廿

六

年

度

の

一

ー

囘

の

增

資

(

こ
れ

に

よ
*；
'

敗

戦

時

の

拂

込

資

本

金

五

六

(

三
ニ
四)

一
’
五
偉
圓
か
ら
五
億
圓
と
，

な
っ
た

)

を
行
っ
て
、
.戰
前
に
お
け
る
I . 

S 

• 

E
の
株
式
持
分
.

(

N
電
氣
.の
總
發
行
株
式
數
の
•約
三
三
％)

を
復
活 

.
す
る
と
と
も
に
、
' I 

♦ 
s
. 

. 

Eの
重
役
の
經
營
參
加
を
も
復
活
し
た
.(

現 

在
同
社
取
締
役
一
〇
名
の
內
.三
名
は
I 

• 

s

*

E

及

び

そ

の

.
關

係

會

社

の 

重
役
で
し
め
ら
れ
て
い
る)

。

ま
た
技
術
提
携
獎
約
も
卄
五
年
に
1£
式
に 

復
活
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
I
. 

• 

S 

•, 

E
の
金
特
許
の
使
用
が
許
可
さ
れ
、
 

同
社
は
I •

S 

■
Eよ
り
製
作
技
術
上
の
指
導
を
ぅ
け
る
と
と
も
に
、
販 

賣
面
の
協
定
に
よ
り
、
同
社
は
日
本
に
お
け
る
I•

s
 

.

Eの
總
販
賣
代 

理
店
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
た(

し
か
し
、
同
時
に
海
外
市
場
に
お
け 

る
販
路
の
制
約
は
戰
前
よ
り

大
き
く
、
そ

の

輸
出
市
場
は
ア
ジ
大
睦
の
內 

で
も
極
東
、
東
南
ア
ジ
.ャ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
°0
.

そ
し
て
、

I 

.

.
s 

. 

E

と
の
契
約
機
種
の
範
圍
は
、
有
_

器
ば
か
り
’ 

•で
な
く
無
線
機
器
と
く
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
マ

イ

ク

ロ

ゥ二
 
I

ブ

等

の

セ 

ッ
ト

及
び
部
品(

ブ
ラ
ゥ

ン
管
は
テ
レ
ビ
'ジ
ョ
ン
の

蜇
耍
部
品
で
あ

る

と 

■と
と
も
.に

近

代

兵

器

に

.
か

く

こ
と
の

出
來
な
い
レ
ー
ダ
ー
裝
置
の

部
品
と 

も
な
る)

に
わ
た
つ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機
種
に
つ
い
て
は
新
た
に
‘ア
メ

,リ
ヵ
の
11
v
c
.
 

A 

(
R
a
d
i
o

 

C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

 

0
H1A

m
e
r
i
c
a

 
ン
及

ぴ

イ

キ

リ

ス

，の
&
3
 

• 

M 

• 
I 

(Electric" 

.Musical 

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s

■L.'
.
T
. 

D

o

と

技

を

行

い

、

來

る

.べ

き

再

眾

備

の

需

要

に

具

え

て 

ぃ

る
。

..

N

H
電
氣
は
、
現
在
I 

. 

S 
.
包
の
親
禽
社
た
る
ゥ
ユ
ス
タ
ン
の
系
列 

會
社
の
中
で
も
世
界
で
有
數
の
も
の
で
あ
り
、
ゥH

ス
タ
ン
と
の
關
係
も 

創
立
以
來
の
古
い
歷
皮
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戰
後
の
提
携

⑧

外
資
と
の
提
携
復
活
と
從
屬
化

競

荦

で

外

資

に

結

び

っ

い

た

一

一

流

以

下

.の

(

電
機)

資
本
と
は
自
ら
事
情 

が
異
な
る
と
は
い
え
、
戰
後
日
本
の
從
屬
的
體
制
の
下
で
は
提
携
の
條
件 

は
一
般
的
に
惡
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
.戰
前
.で
は
I • 

$ 

.

Eと
ゥ
ヱ 

ス
タ
ス
と
の
奨
約
に
よ
り
、
ゥ
ェ
ス
タ
ン
の
技
術
が
そ
の
ま
ま
I•

S

• 

邳
を
通
じ
て
：2
;
!
1
!

電
氣
に
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
戰

後

は

-1
.
0 

.
 

E
と

•
 

ゥ

JV
ス
タ
ン
と
の
契
約
が
切
れ
て
戰
前
の
ご
と
き
技
術
導
入
は
望
め
な
く 

な
っ
た
の
に
拘
ら
ず
、
戰
前
よ
り
割
高
な
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
I♦

S •

E 

に
支
拂
う

こ

とを
餘
懷
な
く
さ
れ
て
い
る
。

(

註)

現
在
の
同
社
のD

ィ
ヤ
ル
テ
ィ
は
特
許
實
施
料
及
び
技
術
援
助 

.
料
を
合
わ
.せ
て
契
約
櫸
種
の
賣
上
高
の
四
％
で
あ
る(

戰
前
で
は
こ 

れ
に
當
る
も
の
が
全
體
で
約
ニ
％)

。

契
約
機
種
は
生
產
機
種
の
'廣

. 

‘汎
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、间
復
し
た
と
は
い
え
、

一
〇
％
弱
の
賣
上
利
益
に
，對
し
て
四
％

の
步
合
は
相
當
の
負
擔
と
い 

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

•

し
か
も
株
式
の
取
得
は
、
增
資
を
行
わ
せ
て
そ
の
增
加
分
を
持
っ
と
い
.

う
半
ば
强
微
的
な
や
り
方
で
あ
り
、
ま
た
心
の
た
め
に
現
金
を
拂
込
む
こ 

と
な
く
、

口
イ
ヤ
ル
テ
ィ(

圆
貨
で
精
立
て
ら
れ
.て
い
'る)

の
振
替
を
も 

つ
て
と
れ
に
売
當
す
る
と
い
う
、
.
い
わ
ば
ド
ル
を
用
い
な
い
安
上
り
の
企 

業
支
配
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る(

N
電
氣
の
有
價
證
券
報
告
書
及 

び
同
社
總
務
部
で
の
き 

>
取
り
に
よ
る)

。

.

尙
、
I

、

s 

V

E

>

の
か
か
る
提
携
は
同
社
の
獨
占
す
る
も
の
で
：あ
る 

が
、.
他
の
R
'.
-

C 

♦ 

A

+

E

*.
M 

. 

I
と
の
技
術
提
携
契
約
は
、
內
容
的 

に

國

內

の

多

數

の

輕

«

_

資

本

の

結

ぶ

も

の

と

童

複

す

る

も
の
で
あ
り，

日
本
電
氣
通
情
乾
業
の
構
造(

ニ) 

. 

•

(

R
. 

•
' 

G 

A

は
同
じ
種
類
の
技
術
提
携
を
日
本
國
內
の
三
十
數
尉
と
の 

間
に
行
っ
て
い
る
.

)

、

そ
の
契
約
で
は
、
.
口
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
し
て
い
わ
ゆ 

る
賣
上
.步
合
金
以
外
.に
.特
許
一
時
^
を

支

拂

わ

せ

，ら

れ

て

V
る 

.

ま
た
好
了
通
信
觀
ボ
廿
七
年
に
な
つ
て
シ
ー
メ
ン
ス
と
の
戰
前
の
提
携 

關
係
.を
復
活
し
た
。尤

か
し
、
戰
前
に
あ
っ
た
株
式
の
所
有
關
係
は
な
く 

な
り
、
專
ら
技
術
提
携
の
範
圍
に
限
ら
れ
て
い
る(

但
し
、
同
社
の
親
# 

社
で
あ
る
扩
1
電
機
で
は
ン
ー
メ
ン
ス
と
の
間
に
技
術
提
携
と
と
も
に
資 

本
提
携
の
寒
約
も
復
活
し
た)

。

契
約
機
種
も

有
線
機
器(

代
表
的
な
も 

の
は
？1
5型
自
動
交
換
機)

か
ら
.無
線
機
器
、
超
短
波
多
重
通
信
裝
置
等
へ 

擴
大
さ
れ
、
戰
後
の
技
術
高
度
化C

M

事
化
_
再
軍
備
を
前
提
と
す
る)

の
要
請
に
應
え
て
い
る(

同
社「

會
社
概
況
書」

參
照)

。
尙
、
製
品
の
販 

路
に
っ
い
て
は
'B

電
の
場
合
の
ご

と

き
制
約
が
な
く
な
つ
た

へ
無
協
定 

?)

と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ>.
は
ー
見
シ
ー
メ
ン
ス
の
支
配
が
ゥ
エ 

ス
タ
ン
の
そ
れ
に
對
し
で
ゆ
る
く
な
つ
た
こ
と
を
勸
語
つ
て
は
い
る
が
、

P

J

通
信
機
は
F

 

J

電
機(

シ
I
 

メ
ン
ス
と
尹
財
閥
と
の
結
合
に
ょ
る)

の 

子
會
社
で
あ
り
、

F 

J電
機
は
シ
ー
メ
ン
ス
と
の
間
に
.戰
前
と
同
じ
提
携 

關
係
を
復
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.
F 

J
通
信
機
に
お
け
る
提
携
條 

件
の
緩
和
は
必
ず
し
も
シ
ー
メ
ン
.ス
資
本
の
弱
化
を
意
味
し
な
い
。

.
o
電
M,
は
、
戰
前
外
國
資
本
と
の
間
係
が
稀
薄
で
あ
っ
た
た
め
、
戰
後 

も
有
線
機
器(

と
く
に
電
話
關
係)

の
分
野
で
は
外
資
と
の
提
携
問
題
は 

生
じ
な
加
っ
た
が
、
や
は
り
®

技
術
の
趨
勢
に
し
た
が
い
、
ま
た
他
社 

と
の
對
抗
上
、
：無
線
機
器
部
門
、
電
1

遂
裝
置
部
門
.に
お
い
て
、
最
近
，

(

昭
和
廿
八
年
以
降)

.

テ
レ
タ
イ
プ
、.
マ
イ
ク
ロ
.
ゥ

ヱー

ブ
の
製
^j

に
つ

五

七

(

三
ニ
五)



〔第32表〕 主驳機锺別垒國生產額にしめる獨占3 社の地位（26, 27年度）

機
種
別

• 2 6 年 度
i

2 7 年 度

N電氣 0 電氣 .F電氣 全： 國 N電氣 0 電氣 F 電氣 全 國

電

話

機

千圓
598,983

(19:4、)

千圓
976,717

(31.7)

505,609

C16.4)

千圓
3,081,108

(100.0)

千圆
548,958

(18.4)

千圓
778,173

(26.1)

千圓
442,992

(14.8)

千圓
2,986,103

(100.0)

手交

換

動機

640,126

(34.3)

764,062

(40.9)

\

998,524

1,869,313

(100.0)

504,111

(38.5)

486,829

(37.2)

V

1,047,273

1,308,048

(100.0)

自交 

換 

動機

1,029,488

(36.0)

893,274

(30.1)

(21.0).

ノ

2,873,782

(100.0)

1,619,847

(38.1)

986,036

(23.2)

[ ( 1 8 . 8 )

ノ

4,248,731

(100.0)

電
信
裝
置

39,406

(11.1)

89,661 

. (25.1)

— 355,206

(100.0)

58,050 

• ( 1 2 . 1 )

119,416

(24.9)

i
477,945

(100.0)

搬
送
裝
置

760,714

(54'.5)

■ —— 301,793

(21.6)

1,392,849

(100.0)

1,131,255

(54.4)

■------ - 431,381

(20.7)

2,078,321

C100.0)

m m

送器

52,910

(9.8)

— —— 541,294

(100.0)

71,950

(10.3)

*-- —— 701,830

(100.0)

裝
荷
線
輪

88,267

(56.8)
» . .

82,172 

?  (52.9)

155,217

(100.0)

121,414

(49.3)

_ _ 122,704

(49.6)

246,403

(100,0)

無
線
裝

置、

702,361

(16.5)

118,682

(2.8)

-------- 4,250,317

(100.0)

851,721

(20.7)

196,149 ；. . . 一 4,110,304

(100.0)

そ
の
他

794,686 33,363 15,773 3,58f4,284 1,093,176 46,813
•

37,415 5,970,483

八

計

4,706,941

(26.0)

2,875,759

(15.8)
1,903,871

(10.5)

18,103,3*70

(100.0)

6,000,482

(27.1)

2,613,217

(11,8)

2,083,765

(9.4)

22,識 168 

(100.0)

(•註） （ ）內は％を示す。

(備考） N，F 兩社は有價證券報告書、0 電氣は調査表記入數字による。 •

日
本
電
氣
通
信
.庫
業
の
構
造(

ニ) 

:

:

 

五

九

0

兰

七

}

〔第 3 1表〕 有線機器全國生產額にしめる獨占3 社の比重

年度 M H 電氣 0 電 氣 F  J 通信機 そ の 他 全 國

2 5 年
千B 

2,811,826
千圓 

1,689,U9 千圓
1,018,950

千圓
3,993,204 千圓

9,513,099
(92.5) (17.8) (10.7) (42.0) (100.0)

26 4,856,526 '2,875,759 2,084,746 7,637,355 17,454,386
(27.8) (16.5) (11.9) (43.8) (100.0)

27 * 6,209,967 2,613,217 2,083,765 8,663,141 19,570,090
(31.7) (13.4) (10.6) (44.3) (100.0)

28 7,723,845

(40.3)
!

3,661,412 

. (19.D
19,168,776

(100.0)
1

(註)_ 生產領は有線機器關係部品及セットの合計額。

( ) 內は％を示す。 •
〈備考） N，F 兩社は有價證券報告書、O霄氣は調査表及び營業報告書、全國は工業 

連合會資料參照。

'

五

八

(

三
ニ
六)

三
田
學會雜誌.
第
四
十
八
卷
第
四
號

 

-

い
て
、
前
記
ゥ
-
ス
タ
ン
双
び
フ
ラ
ン
ス
の
®
|1
胄
占
資
本
と
技
^

M
携 

契
約
を
結
ん
だ(

政
治
經
濟
軒
究
所「

日
本
に
ぉ
け
る
外
國
資
本」

一.一
一 

ニ
丨
五
莨
參
照)

。
勿
論
、.

o
電
氣
の
場
合
は
、

N
、
F
兩
社
の
提
携
復 

‘活
と
は
異
っ
て
そ
の
條
件
も
一
般
的
に
惡
く
、
國
際
獨
占
資
本
と
の
つ
な 

が
り
に
ょ
っ
て
自
己
の
强
化
を
は

か

ろ
ぅ
と
す
る
戰
後
の
獨
占
資
本
の
賈 

辨
性
を
示
し
て
い
る
。 

•

. :

わ
れ
わ
れ
は
前
章
の
⑵
に
お
い
て
、
戰
前
の
日
本
帝
國
主
義
の
い
わ
ゆ
. 

る
ニ
面
性
冰
、
國
際
獨
占
资
本
の「

極
東
.に
お
け
る
據
點
工
場」

と
し
て
■ 

の
贝
、
.
F兩
社
の
存
在
の
內
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
-
'
' 

し
た
が
、
戰
後
の
現
在
で
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
優
勢
、
ア
メ
リ
カ
帝

國

. 

主
義
の
主
導
的
支
配
の
下
に
、
通
信
事
業
全
體
の
從
屬
化
，
眾
事
化
を
背 

.最
と
し
て
、
通
信
機
器H

業
の
體
系
的
な
從
屬
化
が
進
行
し
、
戰
前
の
特 

徵
が
ょ
り
賈
辨
的
な
形
で
復
活
.さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
°s

(

註)

こ
の
遍
程
の
實
態
、
と
く
に
米=
日
財
閥
の
利
害
の
一
致
と
對
.

立
、
ま
た
國
內
の
財
閥
系
列
化
の
問
題
等
は
、
(D
)

「

合
理
化
と
諸
矛 

盾
の
展
開」

の
節
で
改
め
て
觸
札
る
っ
も
り
で
あ
る
。

©

生
產
の
集
中
と
獨
占
メ
I
力
I
の
地
位
の
確
立

し
か
ら
ば
、
獨
占
メ
ー
カ
ー
の
國
內
に
お
け
る
こ
'
.の
工
業
部
門
に
し
め
. 

る
地
位
は
い
.か
な
る
も
の
で
あ
■る
か
。
先
ず
生
產
の
集
中
狀
態
か
ら
見
て 

行
こ
ぅ
。
第
三一

表
は
有
線
機
器
の
全
國
生
產
額
に
し
め
る
獨
占
三
社
の 

比
重
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
廿
五
、
廿
六
、
计
七
各
年
度
で
は 

三
社
だ
け
で
全
生
產
額
の
過
平
數
を
獨
占
し
、

廿
八
年
度
に
な
る
と
]̂
、



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十

<
卷

第

四

號

\

.

電
氣
、
0
電
氣
の
ニ
社
だ
け
で
六
割
近
く
を
獨
占
し
て
^
る̂
。

- 

(

註)

こ

れ

に

过

製

作

所

，、
士

8
爾
氣
の
ニ
社
を
加
え
れ
ば
、
獨
占
メ
：
 

丨
ヵ
ー
へ
'の
生
庳
の
集
中
は
約
八
割
に
達
す
る
0

■ 

. 

■

.

ま

た

、
，

こ

れ

ち

，
の

生

產

額

を

主

要

セ

，
ッ

ト
の

機

種

別

に

見

れ

ば

第

三

一

一. 

表
と
な
る
が
、
重
要
機
種
へ
の
生
産
の
集
中
傾
向
、
し
た
が
'っ
て
そ
れ
ら 

機
種
の
生
產
技
術
の
獨
占
が
著
し
く
、.：と
り
わ
け
N

H

.
電

氣

べ

の

生

產

の
 

■集
中
、
技
術
の
獨
占
は
、
全
機
種
を
通
じ
て
他
の
一一

社
を
遙
が
に
凌
い
で 

い
る
。
か
か
る
集
中
が
同
時
に
電
々
公
社
の
獨
占
を
意
味
し
、
そ
れ
は
ま 

た
こ
の
部
門
に
お
け
る
資
本
.の
獨
占
メ 
I
ヵ

ー

へ

の

集

積

.
集

中

を

基

礎
 

と

し

て

い

る

こ

と
.(

前
揭
第
ー
五
、

一
六
、

一
七
表
參
照)

い
ぅ
ま
で
も 

な
ぃ
0

.

.

； 

: 

M」 

し
ヵ
し
こ
の
.部
P
に
お
け
る
メ 

I
ヵ
ー
c>
.地

位

に

關

係

す

.る

重

要

な 

要
素
は
生
產
機
種
に
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
.個

々

の

メ

ー

力
I
は
各
生
産 

機
種
に
っ
い
て
市
場
の
上
で
一
應
の
獨
诌
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
'. 

ら
、
尨
大
な
通
信
裝
置
の
體
系
の
中
で
個
々
の
生
產
機
種
が
し
め
て
.い

る

V' 

地
位
の
重
要
性
は
そ
れ
を
生
產
す
る
メ ー

力
I
の

地

位

に

影

，響

を

與

え

ず 

に
は
い
な
い
が
ら
で
あ
る
パ
し
た
が
つ
て
、
個
々
の
メ
ー
ヵ
ー
に
と
つ
.て 

は
、
ど
の
機
種
の
生
產
し
た
が
っ
て
そ
の
生
產
技
術
を
、
。
か
：

獨
占 

し
て
い
る
か
が
、
そ
の
地
位
を
決
め
る
技
術
的
基
礎
と
な
る
。
そ
れ
故
、

. 

特
定
の
機
種
に
つ
い
て
の
生
產
の
獨
占
は
必
ず
し
も
そ
の
生
產
渚
の
こ
の
' 

部
門
全
髖
に
お
け
る
獨
占
を
意
味
し
な
い
。
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
非
獨
占 

的

メ

ー

ヵ

ー

の

範

嚷

に

愿

す

石

と

.思
わ
れ
る
Y
.
G電
機
製
作
所
は
、
通
信 

用
測
定
器
の
生
產
で
は
獨
占
的
地
位
に
あ
る
が
、
こ
の
部
門
全
體
で
必
ず

.

.一
 

•

.

.
 

六

〇

(

三
二
八〕

し
も
獨
占
的
地
位
に
あ
.る
と
は
い
え
な
い
理
由
の
一
つ
に
は
、
通
信
裝
® 

の
全
體
系
の
中
で
.測
定
器
が
補
助
的
勞
働
手
段
の
役
割
を
果
す
に
過
ぎ
な 

い
と
い
う
事
實
が
あ
る
。
ま
た
同
じ
範
晴
に
颶
す
る
丁
8
通
信
機(

前
出) 

は
、
四
號
電
話
機
の
生
產
で
は
、
最
近
獨
占
メ
ー
力
ー
.に
西
敵
す
る
受
注 

實
績
を
あ
げ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
電
Is
機
だ
け
で
は
通
信
裝
置
の
心
臟 

部
を
お
お
う
こ
と
.は
不
可
能
で
あ
り
、
.こ
.れ
を
克
服
す
.る
に
は
、
生
產
技 

:

術
の
新
た
な
獨
古
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
國
際
獨
占
資
本
あ
る
.
 

い
は
米=

日
獨
占
資
本
の
系
列
を
通
じ
て
の
技
術
の
獨
古(

技
術
提
携)

'

.

ヵ
，前
提
と
.な
る
0

.
こ
れ
に
對
し
て
獨
占
メ
ー
力
I 

(

と
く
に
N
社)

，は
、I
旣
に
通
信
裝
置 

の
全
體
系
の
キ
イ
•
ポ
イ
ン
ト
、
キ
イ•

ラV

ン
を
構
成
す
る
重
要
機
種
.
 

(

第
三
0
表
に
揭
げ
た
も
の)

の
生
^
、

し

た

が

っ

て

‘
そ

の

生

產

技

術

を 

親
占
し
て
お
り
、
し
か
も
技
術
の
高
度
化(

正
常
な
發
展
で
は
な
く
、
例 

え
.ば
電
波
兵
器
等
蛋
め
，10
-;
れ
た
發
展)

に
と
も
な
う

キ
イ.

ポ
イ
ン
ト
、
. 

キ
イ
.
ラ
，イ
ン
の
#

_
ハ
例
え
ば
、
電
話
に
お
け
.る
無
線
裝
跬
の
利
用
I
 

超
短
波
多
重
通
倩
、f

'

イ
ク
ロ
ゥH

丨
ブ
等)

に
卽
應
し
得
る
條
件
が
、
 

國
際
電
機
ト
ラ
ス
ト(

N
電
氣
の
瘍
合
は
米=

日
獨
占
資
本)

を
背
景
と
し 

て
具
わ
っ
，て
お
り
、
且
づ
國
內
に
お
け
る
財
間
系
列
を
通
じ
て
の
金
融
、

系
冽
メ
~
力
I
に
ょ
る
原
材
料
の
確
保
、
電
々
公
社
發
注
の
獨
占
に
ょ
る 

市
場
面
の
保
障
等
、
.そ

の

獨

占

.的

地

位

は

現

在

の

從

屬

體

制

下

で

ま

す

ま 

す
强
化
さ
れ
っ
っ
あ
る
。

.

-

 

I 

こ
k
に
、
.か
っ
て
戰
後
の
空
&
期
に
活
躍
し
た
部
品
業
赛
の
常
面
す
る 

深
刻
な
問
題
の
根
本
的
原
因
が
あ
る
。(

未
完)

.
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介
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濟
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十
四
•
.五
世
紀
を
通
じ
、
ド
ィ
ッ
は
猛
烈
な
黑
死
病
に
襲
わ
れ
た
。
史 

家
は
皆
こ
の
事
實
.に
注
目
し
て
い
る
が
、
し
、か
し
單
な
る
事
實
と
.し
て
で 

あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
獨
り
經
濟
史
家
..の
間 

で
.、
黑
死
病
の
度
々
の
發
生
と
、
そ
れ
に
よ
.る
恐
，る
べ
き
破
局
が
注
視
さ 

れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
■特
に
黑
死
病
の
影
響
に
よ
る
農
業
勞
働
者
の
木 

足
、
束
部
植
民
の
停
頓
は
、
ド
ィ
ッ
の
經
濟
史
家
間
で
重
大
な
關
心
事
と 

な
っ
.て
い
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
重
耍
な
こ
と
は
看
過
さ
れ
、
黒
死
病 

期
が
ド

ィ
ッ
史
に
お
け
る 

一_太
轉
期
と
し
て
持
っ
意
義
の
重
大
性
に
っ
い 

て
は
、
從
來
問
題
と
.さ
れ
る
こ
と
が
.な
か
っ
，た
の
で
あ
る
0 

.

M
死
病
時
代
を
か
か
る
視
角
か
ら
取
上
げ
た
の
は
、
ル
':

ユ.
ト
ゲ
罾
ぽ

が 

最
初
で
あ
っ
た
。
敎
授
は
そ
の
一
九
五
〇
年
の
論
文「

社
會
經
濟
史
.に
お 

け
る
十
四*

五
世
紀」

の
な
か
で
、
黑
死
病
に
よ
る
人
口
の
減
少
を
軍
な 

'る
歷
史
的
事
實
と
し
て
で
は
な
く
、.
土

地
と
勞
働
と
資
本
の
間
の
.均
衡

,.

書
評
及
び
鞀
介

 

'

 :
.

關
保
を
破
接
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
に
革
命
的
娃
格
を
與
え
よ
う
と
し 

た
。
敎
授
に
あ
っ
て
は
、
' 黑
死
病
時
代
に
起
っ
た
社
會
經
濟
上
の
變
革
こ 

そ
中
世
的
發
展
を
完
全
に
終
結
せ
し
办
た
重
大
な
契
機
で
あ
る
と
さ
れ
、
 

從
つ
て
ま
た
新
し
い
發
M-
の
た
め
の
出
發
點
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
の 

で
.あ
っ
た
。
人
ロ
0;
減
少
と
、
こ
れ
に
よ
り
生
産
要
素
間
の
カ
關
係
に
起 

っ
た
不
均
衡
は
、
中
世
的
傳
統
を
破
壤
す
る
十
分
な
力
を
持
っ
て
い
た
と 

考
え
る
の
で
あ
る
。
.
.

■

:

.
ド
ィ
ッ
史
に
お
け
る
十
四
.
五
世
紀
に
づ
い
て
は
"

ル
ユ
ト
ゲ
敎
授
以 

來
、
新
し
い
觀
黏
に
立
ち
、
之
に
か
く
跅
究
が
進
め
ら
れ
て
來
た
。
.以
下 

に
お
い
そ
轺
介
さ
れ
る
ヶ
ル
.タ
ー
敎
授
の
論
文
.は
、
最
近
に
お
け
る
ド
ィ 

.
ッ
史
學
界
の
か
か
る
傾
向
の
な
か
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
示
唆
に
富
む
•力 

作
と
い
う
こ
と
が

出
來
よ
う
。

㈠
十
四•

五
世
紀
を
通
じ
農
業
は
絶
え
ず
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
わ 

け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
農
村
人
口
の
壓
倒
的
多
數
を
占
め
る
農
業
勞
働 

者
は
如
何
な
る
經
濟
狀
態
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

.
通
說
に
從
え
ば
、
黑
死
病
に
よ
る
影
響
で
農
村
は
疲
弊
し
た
、
但
し
農 

業
勞
働
者
の
み
，は
例
外
で
、
黑
死
病
時
代
に
農
業
勞
働
者
も
亦
黄
金
時
代 

を
迎
え
る
こ
と
が
出
來
た
。
し
か
し
か
•く
槪
說
す
る
こ
と
は
、
ヶ
ル
タ
ー 

敎
授
に
よ
れ
ば
、
.

「

甚
だ
し
.い
.危
險」

で
あ
っ
た
。
.

農
業
勞
働
者
に
と
っ
て
黒
死
病
時
代
が
黄
.金
時
代
で
あ
る
と
い
う
場 

合
、
そ
.の
.根
柢
に
は
常
に
、
農
業
人
ロ
の
都
市
へ
の
流
出
で
農
村
に
起
っ 

た
勞
働
力
の
異
常
な
不
足
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
勞
働
力
の
不
足
か
ら
農 

業
勞
働
者
は
高
い
賃
敗
を
要
求
し
て
獲
得
す
る

こ
ど
が
出
來
、
こ

れ
に
對 

し
最
高
'«
銀
を
規
制
し
：よ
，う
と
す
る
動
き
が
現
わ
れ
た
程
で
、.
か
か
る
事 

情
こ
そ
農
業
勞
働
者
の
黄
金
時
代
を
主
張
す
る
通
說
の
背
录
と
な
っ
た
の 

で

あ

っ

た

。
、
V

か
し
實
際
に
農
桊
勞
働
者
は
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

.
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